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写
経
所
の
「
告
朔
解
」
に
つ
い
て

　

矢　

越　
　

葉　

子

は
じ
め
に

　

七
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
儀
式
に
告
朔
が
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
各
官
司
の
官
人
が
毎
月
朔
日
に
朝
堂
院
の
庭
に
集
い
、
一

定
期
間
内
の
政
務
報
告
を
奏
上
す
る
も
の
で
、
そ
の
報
告
に
際
し
て
官
司
毎
に
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
告
朔
の
初
見
は
天
武
朝
で
あ
る
が
（
１
）、

そ

の
後
、
大
宝
令
に
お
い
て
成
文
化
さ
れ
る
。
養
老
令
で
は
儀
制
令
第
五
条
（
文
武
官
条
）
に

凡
文
武
官
初
位
以
上
、
毎
二
朔
日
一
朝
。
各
注
二
当
司
前
月
公
文
一

。
五
位
以
上
、
送
二─

着
朝
庭
案
上
一
。
即
大
納
言
進
奏
。
若
逢
レ
雨
失
レ
容
、

及
泥
潦
、
並
停
。〈
弁
官
取
二
公
文
一
、
惣
納
二
中
務
省
一
。〉

と
あ
り
、
こ
の
条
文
か
ら
儀
場
に
お
い
て
は
各
官
司
が
作
成
し
た
公
文
を
そ
の
官
司
に
属
す
る
五
位
以
上
の
者
が
朝
庭
の
机
の
上
に
置
き
、
そ

れ
を
大
納
言
が
進
奏
す
る
こ
と
、
ま
た
雨
な
ど
に
よ
り
儀
式
の
実
施
が
不
可
能
な
場
合
に
は
公
文
は
弁
官
を
経
て
申
奏
さ
れ
、
最
終
的
に
中
務

省
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
令
文
が
雨
泥
の
日
に
限
定
し
て
い
た
公
文
の
進
奏
方
法
を
そ
れ
以
外
の
日
に
も
適
用
し
た
こ

と
か
ら
、
八
世
紀
初
頭
以
降
告
朔
は
必
ず
し
も
毎
月
実
施
さ
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
平
安
初
期
以
降
は
天
皇
が
出
御
し
て
行
な
わ
れ
る
儀
式
は
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四
孟
月
の
み
と
な
り
、
寛
平
年
間
以
降
は
遂
に
実
施
さ
れ
な
く
な
る
に
至
っ
た
（
２
）。

　

現
存
す
る
史
料
か
ら
は
提
出
さ
れ
る
文
書
自
体
が
実
際
に
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
儀
場
に
お
い
て
、
あ

る
い
は
中
央
官
司
ま
た
は
地
方
に
お
い
て
下
級
官
司
か
ら
上
級
官
司
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
特
定
の
文
書
を
指
し
て
、
現
在
「
告
朔
解
」
と
い

う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
告
朔
解
」
の
実
例
は
正
倉
院
文
書
中
に
五
十
点
ほ
ど
見
出
さ
れ
、

①
造
金
堂
所
の
告
朔
解―

天
平
宝
字
四
年
秋
季
、
冬
季

②
天
平
宝
字
六
年
の
告
朔
解

　
　
　
　

造
東
大
寺
司
─
宝
字
六
年
二
月
、
三
月
、
四
月
、
閏
十
二
月

　
　
　
　

造
石
山
寺
所
─
二
月
、
春
季
、
秋
季

　
　
　
　

甲
賀
山
作
所
─
宝
字
五
年
十
二
月
～
六
年
正
月
、
三
月
～
四
月

　
　
　
　

田
上
山
作
所
─
正
月
、
二
月
、
三
月
、
三
月
末
～
五
月

③
写
経
所
の
告
朔
解―

天
平
年
間
～
宝
亀
年
間

の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。
①
②
は
造
営
関
係
史
料
と
し
て
早
く
か
ら
整
理
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
造
東
大
寺
司
の
告
朔
解
は
儀
場
に
お

い
て
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
告
朔
に
関
す
る
研
究
で
は
中
心
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
古
瀬
奈
津
子
氏
は
②
の
う
ち
造
東
大
寺

司
と
造
石
山
寺
所
の
告
朔
解
か
ら
造
東
大
寺
司
と
造
石
山
寺
所
と
の
関
係
を（３
）、

中
村
順
昭
氏
は
造
東
大
寺
司
の
告
朔
解
か
ら
造
東
大
寺
司
と
そ

の
配
下
に
あ
る
「
所
」
の
関
係
や
別
当
制
を
考
察
し（４
）、

ま
た
風
間
亜
紀
子
氏
も
②
の
天
平
宝
字
六
年
の
告
朔
解
を
中
心
に
正
倉
院
文
書
中
の
告

朔
と
い
う
語
句
や
告
朔
解
の
性
格
を
分
析
し
、
前
月
末
日
の
時
点
で
必
ず
し
も
告
朔
解
が
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
告
朔
儀
と
の
関
係
を
疑

問
視
す
る
（
５
）。

な
お
拙
稿
に
お
い
て
も
造
石
山
寺
所
の
文
書
行
政
と
の
関
連
で
②
の
告
朔
解
に
言
及
し
た
（
６
）。

　

こ
れ
ら
先
行
研
究
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
造
東
大
寺
司
の
告
朔
解
に
関
し
て
は
、古
瀬
氏
に
よ
り
書
式
の
復
原
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
造
東
大
寺
司
解　

申
○
月
中
作
物
并
散
役
事
」
と
い
う
事
書
に
続
い
て
、
造
東
大
寺
司
全
体
の
作
業
量
を
延
べ
人
数
で
あ
る
「
単
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口
」
で
示
し
、
そ
の
詳
細
を
造
東
大
寺
司
に
属
す
る
所
（
造
仏
所
、
木
工
所
な
ど
）
毎
に
総
単
口
お
よ
び
将
領
・
雑
工
・
仕
丁
・
雇
夫
と
い
っ

た
造
東
大
寺
司
内
の
立
場
毎
の
単
口
を
示
し
、
続
け
て
作
物
と
し
て
そ
の
作
業
内
容
と
そ
れ
に
要
し
た
人
数
（「
散
役
」）
を
挙
げ
る
。
そ
し
て

最
後
に
「
官
人
上
日
」
と
し
て
四
等
官
の
勤
務
日
数
を
記
載
し
、「
以
前
、
○
月
中
作
物
、
并
雑
工
等
散
役
、
及
官
人
上
日
、
具
件
如
前
、
謹
解
」

と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
天
平
宝
字
六
年
の
告
朔
解
を
見
る
限
り
で
は
、
告
朔
解
の
内
容
は
作
業
内
容
と
勤
務
日
数
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

儀
場
で
提
出
す
る
行
政
報
告
の
文
書
に
関
し
て
、『
令
集
解
』
穴
記
に
「
謂
前
月
所
レ
行
符
移
解
牒
等
、
或
施
行
或
不
二
施
行
一
、
加
レ
之
皆
悉
注
。」

と
の
注
釈
（
前
掲
史
料
の
傍
線
部
分
へ
の
注
釈
）
が
為
さ
れ
て
お
り
、
各
官
司
が
前
月
に
授
受
し
た
文
書
を
施
行
し
た
か
、
あ
る
い
は
施
行
し

な
か
っ
た
か
を
詳
し
く
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
穴
記
の
記
載
に
関
し
て
、
古
瀬
氏
は
「
前
月
公
文
」
と
い
う
語
か
ら
推
測
し
た

字
句
的
解
釈
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
も
天
平
宝
字
六
年
の
告
朔
解
の
検
討
に
基
づ
く
解
釈
で
あ
り
、
告
朔
解
の
時
期
的
な

変
遷
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
③
の
写
経
所
の
告
朔
解
は
、
天
平
年
間
～
宝
亀
年
間
の
も
の
が
残
存
し
て
い
る
も
の
の
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
余
り
関
心
が
払

わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
正
倉
院
文
書
を
作
成
し
た
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
機
構
が
複
雑
に
変
遷
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
写
経
所
文
書
の
整
理
お
よ
び
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
写
経
機
構
や
写
経
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
写
経
事
業
に
つ
い

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い（７
）。
ま
た
風
間
氏
は
「
告
朔
解
」
と
告
朔
儀
と
を
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
が
、
造
石
山
寺
所
で
は
「
告
朔

解
」
の
雛
形
を
配
下
の
所
に
示
す
事
例
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
各
官
司
に
お
い
て
は
統
一
さ
れ
た
書
式
で
「
告
朔
解
」
が
作
成
さ
れ
て
そ
の
直

属
の
上
級
官
司
に
提
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
基
づ
き
各
時
期
の
写
経
所
の
告
朔
解

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
律
令
官
司
に
お
け
る
政
務
報
告
の
在
り
方
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
正
倉
院
文
書
の
テ
キ
ス
ト
は
『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
文
書
）
一
～
二
十
五
を（８
）、
写
真
版
は
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成（９
）』
お
よ

び
宮
内
庁
書
陵
部
撮
影
頒
布
紙
焼
写
真
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。
ま
た
接
続
は
、
正
集
～
塵
芥
に
つ
い
て
は
『
正
倉
院
文
書
目
録
』

を
参
照
し
た
（
（（
（

。
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１
、
写
経
司
の
「
告
朔
解
」

　

皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
機
構
は
、
光
明
子
の
家
政
機
関
で
の
写
経
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
天
平
元
年
八
月
の
光
明
子
の
立
后
と
前
後
し
て（（（
（

設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
経
司
は
そ
の
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
機
構
で
あ
り
、
既
存
の
写
経
機
関
が
天
平
十
年
正
月
の
阿
倍
内
親
王
の
立
太

子
（
（（
（

に
よ
り
司
に
昇
格
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
こ
こ
で
表
の
説
明
を
す
る
と
、
表
は
文
書
の
接
続
案
を
示
す
接
続
表
と
文
書
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
の
二
つ
を
作
成
し
た
。
接
続

表
に
は
正
倉
院
文
書
中
の
種
別
や
断
簡
番
号
お
よ
び
紙
番
号
、『
大
日
本
古
文
書
』
の
巻
・
ペ
ー
ジ
、
紙
背
文
書
に
つ
い
て
ま
と
め
、
文
書
の

内
容
に
つ
い
て
整
理
し
た
表
に
は
書
出
・
書
止
の
文
言
、
日
付
、
署
名
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

　

写
経
司
の
告
朔
解
は
九
通
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
続
々
修
第
三
十
五
帙
第
一
巻
第
十
七
紙
～
第
三
紙
裏
と
し
て
計
十
五
紙
が
貼
り
継

が
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貼
り
継
ぎ
に
関
し
て
、
山
口
英
男
氏
は
継
文
で
あ
る
と
し
（
（（
（

、
須
原
祥
二
氏
も
紙
背
を
写
経
充
紙
帳
と

し
て
二
次
利
用
さ
れ
た
際
に
抜
き
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
前
欠
お
よ
び
中
間
欠
を
想
定
し
つ
つ
も
一
つ
の
継
文
で
あ
っ
た
と
す
る
（
（（
（

。
た
だ
し
、

第
十
七
紙
～
第
十
一
紙
裏
と
第
十
紙
～
第
三
紙
裏
は
、
続
々
修
編
纂
前
の
状
態
を
記
載
す
る
「
未
修
古
文
書
目
録
（
（（
（

」
の
段
階
で
は
そ
れ
ぞ
れ
№

616
（
第
二
十
八
号
第
十
二
括
（
（（
（

）・
№
286
（
第
十
六
号
第
十
三
括
（
（（
（

）
と
し
て
分
離
し
て
い
る
た
め
、続
々
修
成
巻
時
の
復
原
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
第
十
六
紙
裏
右
下
に
「
廿
八
ノ
□
」
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
第
十
七
紙
～
第
十
一
紙
裏
は
一
括
で
あ
っ
た
も
の
の
、
第
十

七
紙
裏
と
第
十
六
紙
裏
の
間
は
続
々
修
編
纂
以
前
の
段
階
で
離
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
よ
っ
て
紙
背
を
二
次
利
用
さ
れ
た
際
以
外
に
も
欠

損
が
生
じ
た
可
能
性
は
残
る
。

　

表
１
─
２
を
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
九
通
は
書
止
文
言
は
全
て
「
行
事
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
書
出
文
言
は
「
行
事
」
も
し

く
は
「
告
朔
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
文
書
を
作
成
し
た
人
物
が
「
行
事
」
と
「
告
朔
」
を
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
と
し
て
理
解
し
、
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一
つ
の
継
文
と
し
て
貼
り
継
い
だ
も
の
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
内
容
や
書
式
に
は
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
例
と
し
て
、
天
平
十
年
十
一
月
分
と
天
平
十
一
年
九
月
分
の
二
通
を
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
天
平
十
年
十
一
月
分
（
続
々
修
第
三
十
五
帙
第
一
巻
第
十
二
紙
裏
、
№
３
（
（（
（

）
で
あ
る
が
、

写
経
司
解　

申
十
一
月
行
事
事

合
経
師
装
潢
壹
拾
肆伍
人
〈
経
師
十
二
人
／
装
潢
二三

人
〉

　

写
雑
経
参
拾
巻
〈
千
手
経
十
五
巻
／
最
勝
王
経
十
五
巻
〉

　

用
紙
肆
伯
肆
拾
貳
張

経
師
安
曇
廣
麻
呂　
　
　

写
紙
卅
七
張

　
　
　

調
少
屎
麻
呂　
　

写
紙
卅
七
張

　
　
　
　
（
中
略
）

装
潢
三
野
乙
麻
呂　
　
　

造
紙
四
百
卌
二
張

以
前
、
十
一
月
内
、
経
師
并
装
潢
、
行
事
顕
注
、
如
件前
申

送
、
移
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
十
年
十
二
月
一
日

と
事
書
に
続
い
て
経
師
と
装
潢
の
人
数
、
写
経
巻
数
と
そ
れ
に
要
し
た
紙
の
枚
数
を
記
載
し
、
そ
れ
に
続
け
て
作
業
に
従
事
し
た
経
師
と
装
潢

の
氏
名
お
よ
び
作
業
量
を
列
記
し
て
い
る
。
写
経
所
文
書
に
類
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、
給
与
で
あ
る
布
施
を
請
求
す
る
た
め
の
布
施
申
請
解
か

ら
布
施
支
給
額
の
記
載
を
除
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
か
。
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こ
れ
に
対
し
、
天
平
十
一
年
九
月
分
（
続
々
修
第
三
十
五
帙
第
一
巻
第
五
～
四
紙
裏
、
№
８
）
は
、

写
経
司
解　

申
九
月
告
朔
事

　

合
経
司
装
潢
校
生
卅
一
人
〈
廿
人
経
師　

八
人
校
生
／
三
人
装
潢
〉

　

写
経
一
百
廿
二
巻
〈
並
一
切
経
〉

　
　

用
三一
千
六八
百
九二
十
五一
張

　
　

破
空
并
卅
四
張
〈
十
二
張
破
／
廿
二
張
空
〉

　
　

校
紙
二五
千
四五
百
六七
十
三九
張

　
　

装
潢
紙

　

所
請
物
八
種

　
　

銭
十
六
貫
七
百
六
十
九
文

　
　
　

十
四
貫
六
百
九
文
経
師
布
施
料

　
　
　

一
千
五
百
六
十
文
経
師
等
羮
茹直料
〈
用
一
千
三
百
七
十
文
／
残
百
九
十
文
〉

　
　
　

六
百
文
薪
直
料
〈
盡
〉

　
　
　

油
一
升
経
師
供
養
料

　
　

用
料
米
廿
一
石
九八
斗
三
升
一
合
〈�

計
欠
米
二
斗
七
升
七
合　

用
十
九
石
三
斗
七
升
四
合
／
定
米
廿
一
石
五
斗
五
升
四
合
残
二
石
一
斗

八
升
〉

　
　
　
　
　

 （
中
略
）

　

前
前
九
月
内
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解
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天
平
十
一
年
九
月
卅
日
小
野
朝
臣

と
事
書
に
続
い
て
、
作
業
従
事
者
と
し
て
経
師
・
装
潢
・
校
生
の
人
数
を
、
そ
の
後
に
作
業
内
容
と
し
て
写
経
巻
数
・
用
紙
数
・
校
紙
数
を
記

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
け
て
天
平
十
年
十
一
月
分
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
受
領
し
た
物
品
の
記
載
が
あ
る
。
物
品
の
内
訳
は
、
銭
と
現
物
支
給

の
食
料
で
あ
り
、
銭
に
関
し
て
は
使
用
額
と
そ
の
用
途
も
併
せ
て
、
ま
た
現
物
支
給
の
食
料
に
関
し
て
も
使
用
量
と
残
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
写
経
司
の
時
期
の
告
朔
解
は
、
作
業
量
の
報
告
形
態
が
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
記
載
す
べ
き
内
容
も
一
定
し
て
い
な
い
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。

表
１
─
１　

写
経
司
の
告
朔
解

編
成

帙
・
巻

断
簡
番
号

紙
番
号
表
裏
『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

続
々
修

35
ノ
１

17

裏

七
188

天
平
10
年
７
月
分
ヵ
写
経
充
紙
帳
（
天
平
13
年
８
月
１
日
～
14
年
４

月
29
日
）

七
561
～
577

二
十
四
78
～
79

天
平
10
年
８
月
分

続
々
修

35
ノ
１

16
～
13
裏

続
々
修

35
ノ
１

12

裏

七
195
～
197

天
平
10
年
11
月
分

続
々
修

35
ノ
１

11

裏

七
225
～
226

天
平
11
年
３
月
分

続
々
修

35
ノ
１

10

裏

七
227
～
228

天
平
11
年
６
月
分

続
々
修

35
ノ
１

９
～
８
裏

七
228
～
231

天
平
11
年
７
月
分

続
々
修

35
ノ
１

７
～
６
裏

七
231
～
236

天
平
11
年
８
月
分

続
々
修

35
ノ
１

５
～
４
裏

七
236
～
238

天
平
11
年
９
月
分

続
々
修

35
ノ
１

３

裏

七
238
～
239

天
平
11
年
10
月
分

続
々
修

35
ノ
１

２
～
１
裏

（
空
）

　

─
─
─
─
─
─
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表
１
─
２　

写
経
司
の
告
朔
解

№

書
出

書
止

日
付

署
名

１

（
欠
）

以
前
月
内
行
事
、
顕
注
如
件
、
以
解

天
平
10
年
８
月

２

写
経
司
解 

申
八
月
行
事
事

以
前
、

（
天
平
10
年
9
月
ヵ
）

３

写
経
司
解 
申
十
一
月
行
事
事

以
前
、
十
一
月
内
、
経
師
并
装
潢
、
行
事

顕
注
、
如
前
申
送
、
以
解

天
平
10
年
12
月
１
日

４

写
経
司
解 

申
三
月
行
事
事

以
前
月
内
行
事
顕
注
如
前
以
解

天
平
11
年
４
月
１
日

史
生
无
位
小
野
朝
臣

［
国
堅
］

５

写
経
司
解 

申
六
月
行
事
事

以
前
、
月
内
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解

天
平
11
年
7
月

舎
人
市
原
王

６

写
経
司
解 

申
七
月
行
事
事

以
前
、
七
月
内
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
申

天
平
11
年
8
月
１
日

高
屋
［
赤
麻
呂
］

史
生
小
陽
国

舎
人
［
市
原
王
］

７

写
経
司
解 

申
八
月
行
事
事

以
前
、
八
月
内
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解

天
平
11
年
9
月
２
日

８

写
経
司
解 

申
九
月
告
朔
事

前
前
九
月
内
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解

天
平
11
年
9
月
30
日

小
野
朝
臣
［
国
堅
］

９

写
経
司
解 

申
十
月
告
朔
事

（
欠
）

（
天
平
11
年
11
月
ヵ
）

２
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
期
の
「
告
朔
解
」

　

写
経
司
の
事
業
を
受
け
継
ぐ
の
が
福
寿
寺
写
一
切
経
所
で
あ
る
。
福
寿
寺
は
光
明
子
発
願
の
寺
院
で
あ
り
、
天
平
十
年
の
阿
倍
内
親
王
の
立

太
子
に
際
し
て
建
立
が
計
画
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
福
寿
寺
内
に
場
を
移
し
て
写
経
事
業
を
行
っ
た
の
が
福
寿
寺
写
一
切
経
所
で
あ
り
、
天

平
十
三
年
閏
三
月
に
は
成
立
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。な
お
福
寿
寺
の
造
営
に
際
し
て
は
福
寿
寺
造
物
所
と
い
う
造
営
機
関
が
設
け
ら
れ
た
が
、

写
経
所
は
依
然
と
し
て
皇
后
宮
職
の
直
属
機
関
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
、
福
寿
寺
が
金
光
明
寺
、
東
大
寺
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、

写
経
所
の
名
称
や
上
級
官
司
も
変
遷
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

福
寿
寺
写
一
切
経
所
の
告
朔
解
は
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
装
潢
所
の
告
朔
解
が
七
通
残
る
。
こ
れ
ら
は
続
々
修
第
二
十
八
帙
第
二
巻
第

一
～
七
紙
の
計
七
紙
と
し
て
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
貼
り
継
ぎ
に
関
し
て
、
有
富
純
也
氏
は
装
潢
所
か
ら
福
寿
寺
写
一
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切
経
所
に
送
進
さ
れ
た
文
書
の
継
文
、
あ
る
い
は
装
潢
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
案
文
の
継
文
か
と
す
る
（
（（
（

。
ま
た
、
大
隅
亜
希
子
氏
は
第
二
紙
と

第
三
紙
の
筆
跡
・
墨
色
が
一
致
す
る
と
し
、
第
三
紙
作
成
時
に
第
二
紙
は
書
き
直
さ
れ
た
と
す
る
（
（（
（

。
と
す
れ
ば
、
こ
の
継
文
は
装
潢
所
で
継
が

れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
七
紙
は
「
未
修
古
文
書
目
録
」
で
は
№
61
（
第
五
号
第
十
一
巻
（
（（
（

）
に
該
当
し
、
同
項
に
は
往
来
軸
の
記
載
も

含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
紙
背
が
空
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
往
来
軸
お
よ
び
全
七
紙
の
貼
り
継
ぎ
は
継
文
作
成
当
時
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

装
潢
所
の
告
朔
解
は
、
往
来
軸
の
題
籤
に
は
「
装
潢
告
朔
／
天
平
十
三
年
」
と
あ
る
も
の
の
、
文
面
に
は
「
告
朔
」
の
文
言
は
見
え
な
い
。

文
書
の
事
書
に
現
れ
て
く
る
作
業
内
容
を
総
括
す
る
文
言
は
「
造
物
」
で
あ
る
が
、
装
潢
所
の
担
う
作
業
が
写
経
用
紙
の
製
作
（
紙
継
・
打
紙
・

施
界
）
や
経
典
の
装
丁
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
は
写
経
司
の
「
行
事
」
と
同
様
に
装
潢
所
の
作
業
内
容
を
総
括
す
る
語
と
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
月
に
一
度
、
上
級
官
司
に
提
出
す
る
文
書
に
は
月
内
の
作
業
内
容
を
記
載
す
る
も

の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
告
朔
解
を
継
文
の
形
に
貼
り
継
い
だ
主
体
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
見
解
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
書
の
提
出
先
で
あ
る
写
経
所
で
貼
り
継
い
だ
も
の
と
も
、
ま
た
装
潢
部
門
が
後
に
写
経
所
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
か

ら
（
（（
（

、
装
潢
所
で
貼
り
継
い
だ
継
文
が
写
経
所
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
福
寿
寺
写
一
切
経
所
の
時

期
に
お
い
て
も
写
経
司
と
同
様
に
「
告
朔
」
と
い
う
語
は
作
業
内
容
を
示
す
語
と
同
義
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
文
書
は
掲
げ
な
い
が
、
写
経
司
と
同
様
に
、
装
潢
所
の
告
朔
解
も
内
容
お
よ
び
書
式
は
一
様
で
は
な
い
。

表
２
─
１　

福
寿
寺
写
一
切
経
所
期
の
告
朔
解

編
成

帙
・
巻

断
簡
番
号

紙
番
号

表
裏

『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間
（
日
付
）

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

続
々
修

28
ノ
２

往
来
軸

七
514

「
装
潢
告
朔
／
天
平
十
三
年
」

続
々
修

28
ノ
２

１

表

七
514

（
？
年
４
月
20
日
）

（
空
）

続
々
修

28
ノ
２

２

表

七
514
～
515

（
天
平
11
年
７
月
30
日
）
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続
々
修

28
ノ
２

３

表

七
515
～
516

（
天
平
13
年
４
月
30
日
）

（
空
）

続
々
修

28
ノ
２

４

表

七
517

（
？
年
閏
３
月
29
日
）

続
々
修

28
ノ
２

５

表

七
517
～
519

（
天
平
13
年
５
月
４
日
）

続
々
修

28
ノ
２

６

表

七
519

（
天
平
13
年
７
月
29
日
）

続
々
修

28
ノ
２

７

表

七
519
～
520

天
平
13
年
閏
３
月
29
日
～
６
月
30
日

表
２
─
２　

福
寿
寺
写
一
切
経
所
期
の
告
朔
解

№

書
出

書
止

日
付

署
名

１

装
潢
所
解 

申
造
物
事

録
状
、
具
謹
解

？
年
４
月
20
日

三
野
弟
麿

２

装
潢
所
謹
解 

申
七
月
造
物
事

天
平
11
年
７
月
30
日

３

装
潢
所
解 

申
受
紙
事

天
平
13
年
４
月
30
日

秦
大
床

薗
部
広
公

４

天
平
十
三
年
閏
三
月
内
装
潢
等
送
紙
事

（
天
平
13
年
）閏
３
月
29
日

辛
国
人
成

５

起
天
平
十
一
年
七
月
盡
廿
二
年
四
月
受

用
充
紙
事

天
平
13
年
５
月
４
日

辛
国
人
成

６

装
潢
所
解 

申
用
盡
紙
事

右
、
三
月
内
用
盡
紙
、
状
録
、
謹
以
解

天
平
13
年
７
月
29
日

秦
大
床

７

天
平
13
年
閏
３
月
29
日
～

６
月
30
日

３
、
金
光
明
寺
写
経
所
の
「
告
朔
解
」

　

天
平
十
四
年
五
月
末
、
金
光
明
寺
へ
の
寺
名
変
更
に
際
し
て
、
写
経
機
関
の
名
称
も
福
寿
寺
写
一
切
経
所
か
ら
金
光
明
寺
写
経
所
へ
と
変
更

さ
れ
る
。
こ
の
金
光
明
寺
写
経
所
へ
の
変
化
は
写
経
機
関
の
名
称
ば
か
り
で
は
な
く
、
所
管
官
司
が
こ
れ
ま
で
の
皇
后
宮
職
か
ら
造
営
官
司
で

あ
る
金
光
明
寺
造
物
所
へ
と
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
。
金
光
明
寺
写
経
所
の
告
朔
解
は
天
平
十
五
年
と
十
七
年
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、

十
五
年
と
十
七
年
で
は
写
経
所
の
内
部
機
構
が
変
化
し
て
お
り
、
ま
た
文
書
の
残
存
状
況
自
体
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
別
々
に
検
討
し
て
い
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く
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
天
平
十
五
年

　

天
平
十
五
年
の
告
朔
解
と
し
て
は
、
写
疏
所
・
写
大
官
一
切
経
所
・
写
法
華
経
所
・
写
経
所
の
四
つ
の
機
関
名
の
文
書
が
残
存
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
写
疏
所
・
写
大
官
一
切
経
所
・
写
法
華
経
所
は
担
当
し
て
い
る
写
経
事
業
名
に
基
づ
く
機
関
名
で
あ
り
、
写
疏
所
は
五
月
一
日
経
を
、

写
大
官
一
切
経
所
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
と
言
わ
れ
る
一
切
経
を
、
写
法
華
経
所
は
玄
昉
所
願
の
五
十
部
法
華
経
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
写

経
所
と
い
う
名
称
は
そ
の
三
機
関
の
う
ち
複
数
の
機
関
の
事
業
に
渡
っ
て
総
括
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
機
関
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

現
存
す
る
告
朔
解
は
、
写
疏
所
の
告
朔
解
は
五
～
九
月
分
の
草
案
と
案
文
が
、
写
大
官
一
切
経
所
の
告
朔
解
は
七
月
分
の
案
文
と
八
・
九
月

分
の
草
案
と
案
文
が
、
写
法
華
経
所
の
告
朔
解
は
八
・
九
月
分
が
、
写
経
所
の
告
朔
解
は
七
月
分
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
草
案
と
案
文
が
そ
れ

ぞ
れ
現
存
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
れ
ら
四
機
関
の
告
朔
解
は
、
書
出
文
言
に
「
行
事
」
も
し
く
は
「
告
朔
」、
書
止
文
言
に
「
行
事
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
告
朔
解
の
内
容
は
「
行
事
」
で
あ
る
と
い
う
写
経
司
以
来
の
意
識
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ほ
ぼ
一
定
の
書
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
先
の
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
例
と
し
て
写
疏
所
の
五
～
九
月
分
の
告
朔
解
（
続
修
別
集
第
二
十
五
巻
①
⑴
～
⑶
、
Ａ
案
文
）
を
掲
げ
る
が
、

写
疏
所
解　

申
五
箇
月
行
事
事

請
筆
十
六
箇
〈
一
箇
新
／
十
五
箇
古
〉

　

墨
六
挺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墨
頭
廿
頂

　

凡
紙
八
張
〈
下
纏
并
敷
紙
料
〉　　

韓
樻
三
合
〈
並
着
鏁
子
〉

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）
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合
所
写
律
集
疏
卌
四
巻
〈
廿
四
巻
一
切
経
内
／
廿
巻
間
写
〉

　

毗
尼
律
二
巻
〈
未
了
部
〉　　
　
　

用
黄
紙
百
七
十
二
張

　

法
花
玄
賛
二
巻
〈
部
未
了
〉　　
　

用
黄
紙
百
廿
張

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

書
生
卅
四
人

　

呉
原
生
人　

写
十
九
張
〈
常
〉　　
　
　

大
石
廣
万
呂　

写
紙
廿
八
張
〈
間
〉

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

校
生
七
人

　

川
原
人
成　

校
紙
百
五
十
五
張
〈
常
〉　

阿
刀
酒
主　

校
紙
二
百
七
十
五
張
〈
五
十
七
張
常
／
二
百
十
八
張
間
〉

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

以
前
、
従
去
五
月
一
日
迄
九
月
廿
九
日
、
行
事
如
件
、

以
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
十
五
年
十
月
十
七
日
阿
刀
酒
主

と
書
出
に
続
い
て
ま
ず
受
領
し
た
物
品
の
名
称
お
よ
び
数
量
を
記
載
す
る
。
こ
れ
ら
物
品
は
、
筆
、
墨
、
唐
櫃
、
机
、
円
座
、
紙
な
ど
で
、
写

経
作
業
に
使
用
す
る
も
の
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
紙
に
関
し
て
は
、
支
給
さ
れ
た
数
量
と
共
に
そ
の
使
用
量
お
よ
び
残
量
も
記
さ
れ

て
い
る
。
物
品
の
記
載
に
続
い
て
作
業
量
に
つ
い
て
の
記
載
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
期
間
内
に
行
な
わ
れ
た
写
経
作
業
の
内
容
を
経
典

名
・
巻
数
、
使
用
し
た
紙
の
種
類
お
よ
び
枚
数
に
つ
い
て
ま
と
め
、
次
い
で
そ
の
作
業
に
従
事
し
た
書
生
（
経
師
）・
校
生
毎
に
そ
の
氏
名
お

よ
び
作
業
量
を
記
す
。
作
業
量
を
そ
の
従
事
者
の
個
人
名
を
挙
げ
て
具
体
的
に
記
載
す
る
方
式
は
、
写
経
司
の
天
平
十
年
十
一
月
分
と
同
様
で
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あ
り
、
布
施
申
請
解
に
お
け
る
作
業
量
の
報
告
形
態
と
類
似
し
て
い
る
。

表
３
（
１
）
─
１　

天
平
十
五
年
の
告
朔
解

Ａ
、
写
疏
所

編
成

帙
・
巻
断
簡
番
号
紙
番
号
表
裏
『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

続
修
後
集

９

往
来
軸

二
十
四
233

「
告
朔
案
帳
／
告
朔
案
」

続
修
後
集

９

⑴

１

表

二
十
四
234
～
238

天
平
15
年
５
～
９
月
分

［
草
案
］

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
８
日
）│
二
333

続
修
後
集

９

⑵

２

表

（
空
）

続
修
後
集

９

⑶

３

表

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
８
日
）│
二
332
～
333

続
修
後
集

９

⑷

４

表

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
14
年
12
月
30
日
）

二
324
～
325

続
修
後
集

９

⑸

５

表

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
９
日
）

二
334

続
修
別
集

25

①
⑴

１

表

二
343
～
347

天
平
15
年
５
～
９
月
分

［
案
文
］

（
空
）

続
修
別
集

25

①
⑵

２

表

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
14
年
11
月
15
日
）

二
315
～
316

続
修
別
集

25

①
⑶

３

表

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
14
年
）

二
316
～
317

Ｂ
、
写
大
官
一
切
経
所

正
集

22

②

６
～
４
裏

八
285
～
290

天
平
15
年
７
月
分
［
草
案
］
御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
Ｆ
断
簡

一
21
～
24

続
修　
　

‖

４

③

８
～
７
裏

八
317
～
320

天
平
15
年
８
・
９
月
分

御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
Ｃ
断
簡

一
９
～
11

正
集

19

②

５
〜
３
裏

八
222
～
227

天
平
15
年
７
月
分
［
案
文
］
伊
豆
国
正
税
帳
Ｂ
断
簡

二
195
～
200

正
集　
　

‖

19

①

２
～
１
裏

八
313
～
317

天
平
15
年
８
・
９
月
分

伊
豆
国
正
税
帳
Ａ
断
簡

二
192
～
195

Ｃ
、
写
法
華
経
所

続
々
修
　

42
ノ
５
⑫

17

表

二
十
四
241
～
242

天
平
15
年
８
・
９
月
分

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
７
日
）

八
161
～
162

続
修　
　

18

④

４

裏

二
十
四
240
～
241

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
７
日
）

二
331
～
332

続
修
別
集‖

47

⑤

５

裏

八
351

優
婆
塞
貢
進
文
（
天
平
15
年
正
月
６
日
）

二
331

……
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Ｄ
、
写
経
所

続
修

４

④

10

裏

八
228
～
230

天
平
15
年
７
月
分
ヵ

御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
Ｄ
断
簡

一
11
～
15

９

二
十
四
213
～
214

天
平
15
年
７
月
分
ヵ

続
修　
　

‖

４

②

６

裏

八
320
～
321

御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
Ｂ
断
簡

一
７
～
９

表
３
（
１
）
─
２　

天
平
十
五
年
の
告
朔
解

種
別

書
出

書
止

日
付

署
名

Ａ

天
平
15
年
５

～
９
月
分

写
疏
所
解 
申
五
箇

月
行
事
事

以
前
、
従
五
月
一
日
、
迄
九
月
廿
九
日
、
行

事
如
件
、
以
解

天
平
15
年
10
月
17
日

阿
刀
酒
主

写
疏
所
解 

申
五
箇

月
行
事
事

以
前
、
従
五
月
一
日
、
迄
九
月
廿
九
日
、
行

事
如
件
、
以
解

天
平
15
年
10
月
15
日

阿
刀
酒
主

Ｂ

天
平
15
年
７

月
分

写
官
一
切
経
所
解

　

申
告
朔
事

以
前
、
七
月
以
往
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解
（
天
平
15
年
）
７
月
29
日
王
国
益

辛
国
人
成

写
官
一
切
経
所
解

申
告
朔
事

以
前
、
七
月
以
往
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解
（
天
平
15
年
）
８
月
１
日
王
国
益

天
平
15
年
８

月
分

写
官
経
所
解 

申
八

九
月
行
事

（
欠
）

写
官
経
所
解 

申
八

九
月
行
事
々

（
欠
）

Ｃ

天
平
15
年
８

～
９
月
分

写
法
華
経
所
解 

申

両
月
行
事
事

以
前
、
従
八
月
一
日
迄
九
月
廿
九
日
、
行
事

如
件
、
以
解

天
平
15
年
10
月
16
日

阿
刀
酒
主

僧
正
私

Ｄ

天
平
15
年
７

月
分
ヵ

写
経
所
解 

申
奉
写

経
事

天
平
15
年
７
月
29
日

［
辛
国
］
人
成
王
国
益

（
欠
）

（
欠
）
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（
２
）
天
平
十
七
年

　

天
平
十
七
年
の
告
朔
解
は
、
写
疏
所
の
も
の
三
通
が
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
残
存
し
て
い
る
。
天
平
十
五
年
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
書
式
に
基

づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
書
出
に
続
い
て
の
物
品
の
記
載
が
消
え
、
作
業
量
の
み
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
六
月
分
（
正
集
第
二
十
巻
④

裏
、
№
１
）
を
例
に
見
て
い
く
と
、

写
疏
所
解　

申
告六
月朔
行
事
々

合
写
紙
一
千
三
百
八
十
三
張
■
■
〈
一
千
二
百
一
張
宮
／
百
八
十
二
張
私
〉

　

装
潢
紙

　

打
紙
一
千
八
百（マ
マ
）張〈
一
六
百
十
九
張
宮
／
百
八
十
二
張
私
〉

　

界
紙
二
千
五
百
六
十
張
〈
二
千
三
百
七
十
八
張
宮
／
百
八
十
二
私
〉

　

書
造
紙
四
百
卅
二
張
〈
二
百
五
十
張
宮
／
百
八
十
二
張
私
〉

　

校
紙
三
千
二
百
廿
三（マ
マ
）張〈
二
千
八
百
卌
九
張
宮
／
三
百
六
十
四
張
私
〉

経
師
山
邊
千
足　

写
紙
一
百
卅
一
張
〈
百
廿
二
間
／
九
常
〉　　
　
　

錦
マ
大
名　

写
紙
五
十
張

　
　

山
マ
花　
　

写
紙
百
八
張　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達
沙
牛
甘　

写
紙
一
百
六
十
八
張
〈
六
十
四
宮
／
百
四
私
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

装
潢
秦
犬　
　
　

界
紙
六
百
張　

書
造
紙
二
百
五
十
張

　
　

能
登
忍
人　

打
紙
八
百
張　

界
紙
一
千
張　

書
造
紙
百
八
十
二
張　

校
紙
四
百
二
十
九
（
マ
マ
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

校
生
紀
少
鯖
万
呂　

校
紙
五
百
二
張
〈
三
百
廿
宮
／
百
八
十
二
私
〉　

石
村
熊
鷹　

校
紙
六
百
九
十
七
張
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弓
消
佐
比
止　

校
紙
廿
九
張　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檜
前
万
呂　

校
紙
六
百
五
十
四
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

以
前
、
起
六
月
一
日
、
迄
廿
九
日
、
行
事
顕
注
、
申
送
如
前
、
以
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
十
七
年
六
月
廿
九
日
辛
國
人
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
刀

と
全
体
の
作
業
量
と
個
人
毎
の
作
業
量
を
報
告
す
る
と
い
う
形
態
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
装
潢
の
作
業
量
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
装
潢
作
業
に
つ
い
て
写
経
所
文
書
全
般
か
ら
考
察
さ
れ
た
大
隅
氏
は
天
平
十
五
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
案
主
に
よ
る
装
潢
作
業
の
把
握

が
強
ま
る
と
さ
れ
る
が
（
（（
（

、
告
朔
解
に
お
け
る
記
載
か
ら
も
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

表
３
（
２
）
─
１　

天
平
十
七
年
の
告
朔
解

編
成

帙
・
巻

断
簡
番
号

紙
番
号

表
裏
『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

正
集

20

④

７

裏

八
567
～
569

天
平
17
年
６
月
分

下
総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
Ｃ
断
簡

一
234
～
237

正
集　

 

21

④

５

裏

八
569
～
571

天
平
17
年
７
月
分

下
総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
Ｅ
断
簡

一
240
～
243

正
集　

 

25

②

４
～
３

裏

八
571
～
573

天
平
17
年
８
月
分

御
野
国
山
方
郡
三
井
田
里
戸
籍
Ｂ
断
簡

一
50
～
52

表
３
（
２
）
─
２　

天
平
十
七
年
の
告
朔
解

№

書
出

書
止

日
付

署
名

１
写
疏
所
解 

申
六
月
行
事
々

以
前
、
起
六
月
一
日
、
迄
廿
九
日
、
行
事
顕

注
、
申
送
如
前
、
以
申

天
平
17
年
６
月
29
日

辛
国
人
成

阿
刀
［
酒
主
］

２
写
疏
所
解 

申
七
月
中
行
事
事

以
前
、
七
月
中
、
経
師
等
行
事
、
具
件
如
前
、

以
解

天
平
17
年
８
月
１
日

阿
刀
酒
主

辛
国
［
人
成
］

…………
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３
写
疏
所
解 

申
八
月
中
行
事
事

以
前
、
自
八
月
一
日
、
迄
廿
九
日
、
写
紙
并

装
潢
校
紙
如
前
、
以
解

天
平
17
年
９
月
２
日

阿
刀
酒
主

王
［
国
益
］

４
、
東
大
寺
写
経
所
の
「
告
朔
解
」

　

天
平
十
九
年
の
冬
、
金
光
明
寺
写
経
所
は
東
大
寺
写
経
所
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の
機
関
名
の
変
更
も
寺
名
の
改
称
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

東
大
寺
写
経
所
に
お
い
て
も
金
光
明
寺
写
経
所
の
事
業
が
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
両
機
関
の
連
続
性
は
か
な
り
高
い
。
こ
れ
は
上
級
官

司
で
あ
る
金
光
明
寺
造
物
所
の
造
東
大
寺
司
へ
の
発
展
が
飽
く
ま
で
も
造
営
の
強
化
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。ま
た
、こ
の
造
東
大
寺
司
に
至
っ

て
、
四
等
官
を
備
え
た
八
省
並
み
と
も
言
わ
れ
る
規
模
の
恒
常
的
な
令
外
官
に
昇
格
し
た
（
（（
（

。

　

東
大
寺
写
経
所
の
告
朔
解
は
、
端
裏
に
「
天
平
勝
宝
三
年
告
朔
案
」
と
記
さ
れ
た
継
文
に
継
が
れ
た
十
二
通
と
、
天
平
勝
宝
三
年
正
月
分
の

告
朔
解
の
草
案
二
通
が
現
存
す
る
。

　

継
文
は
続
々
修
三
十
八
帙
第
二
巻
第
一
紙
～
第
二
十
六
紙
お
よ
び
正
集
第
六
巻
⑺
（
第
七
紙
～
第
十
紙
）
の
計
三
十
紙
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、「
未
修
古
文
書
目
録
」
で
は
第
一
紙
～
第
十
紙
は
№
124
（
第
十
号
第
五
巻
（
（（
（

）、
第
十
一
紙
は
№
831
（
第
三
十
二
号
第
八
括
（
（（
（

）、
第
十
二
紙
～

第
十
六
紙
は
№
690
（
第
三
十
号
第
三
巻
）
の
紙
背
、
第
十
七
紙
～
第
十
八
紙
は
№
645
（
第
二
十
九
号
第
二
括
）
の
紙
背
（
（（
（

、
第
十
九
～
第
二
十
六

紙
は
№
224
（
第
十
五
帙
第
一
巻
（
（（
（

）
に
該
当
し
、
ま
た
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
一
は
続
々
修
三
十
八
帙
第
二
巻
第
二
十
六
紙
と
正
集
第
六
巻
⑺
の

間
の
接
続
を
推
定
す
る
（
（（
（

。
内
容
か
ら
見
て
、
欠
損
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
継
文
に
は
天
平
勝
宝
三
年
正
月
分
～
十
二
月
分
の
文
書
が
奥

か
ら
袖
に
向
か
っ
て
貼
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
正
月
分
～
五
月
分
は
告
朔
解
、
六
月
分
～
十
二
月
分
は
食
口
案
で
あ
る
。
こ
の
継
文
を
含
め
写

経
所
の
食
口
案
を
復
原
し
た
西
洋
子
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
食
口
案
に
交
じ
っ
て
他
の
種
類
の
文
書
が
継
が
れ
る
例
は
他
に
は
な
い
と
い

う
（
（（
（

。
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ま
た
、
天
平
勝
宝
三
年
正
月
分
の
告
朔
解
は
継
文
に
継
が
れ
る
案
文
の
他
に
、
当
継
文
の
第
二
紙
～
第
四
紙
の
紙
背
に
入
る
形
で
一
通
、
寿

量
品
校
帳
の
紙
背
に
入
る
形
で
一
通
が
残
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
紙
背
を
二
次
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
残
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
尾
欠
で
は

あ
る
も
の
の
、
継
文
に
継
が
れ
た
も
の
と
文
字
の
異
同
は
な
い
。

　

告
朔
解
の
書
出
の
文
言
は
、
正
月
分
～
四
月
分
は
「
行
事
」、
五
月
分
の
み
が
「
告
朔
」、
書
止
の
文
言
は
「
行
事
并
請
物
」
と
な
っ
て
い
る
。

天
平
勝
宝
三
年
正
月
分
の
告
朔
解
（
正
集
第
六
巻
⑺
、
№
１
）
に
よ
っ
て
書
式
を
見
て
い
く
と
、

写
疏
所
解　

申
正
月
行
事
事

　
　
　
　
　
　
　
三
百
五冊
七十四

巻

合
奉
写
経
并
疏
肆
佰
肆
拾
肆
巻

　
　

法
華
経
一廿
十部
六
部
〈
一一百
六
十
七
張

百
廿
八
巻

─

／
千
部
内
者
〉

　
　

寿
量
品
三
一
百
七
十
六
百
五
巻

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

用
紙
肆
仟
陸
佰
陸七十
一
張拾伍
張

　
　

二
三
千
三
百
卅
九
張

千
五
百
六
十
張
千
部
法
華
経

　
　

一
一
千
五
十
七
張

千
八
百
卅
張
寿
量
品

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

校
紙
柒
仟
玖
佰
一
百
十
張捌
拾
張
〈
校
二一
度
〉

　
　

五
四
千
三
百
六
十

千
一
百
六
十
張
千
部
法
華
経

　
　

二
千
四
百
張
寿
量
品
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（
中
略
）

　

装
潢
紙
伍
仟
貳
佰
伍
拾
張
〈
並
継
打
界
端
切
者
〉

　
　

三
千
九
百
五
十
張
千
部
法
華
経
料

　
　

一
千
張
寿
量
品
料

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

経
師
已
下
雑
使
已
上
単
惣
壹
仟
貳
佰
陸
拾
陸
人

　
　

経
師
柒
佰
参
拾
参
人
〈
人
別
写
紙
七
張
〉

　
　
　

四
百
七
十
七
人
写
千
部
法
華
経
〈
人
別
写
紙
七
張
〉

　
　
　

一
百
五
十
一
人
写
寿
量
品
〈
人
別
写
紙
七
張　

已
上
人
別
写
七
張
〉

　
　
　

五
人
写
間
経
〈
已
上
人
別
写
疏
七
張　

余
八
張　

御
写
者
〉

　
　
　

廿
九
人
写
常
疏
〈
人
別
写
六
紙
〉

　
　
　

一
十
人
写
間
疏
〈
已
上
人
別
六
張
〉

　
　
　

六
十
一
人
供
奉
礼
仏

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

月
中
請
物

　
　

菟
毛
筆
廿
箇

　
　

墨
廿
挺
〈
已
上
並
千
部
料
者
〉

　
　

炭
二
斛
五
斗
〈
炰
硯
料
者
〉

以
前
、
起
正
月
一
日
盡
廿
九
日
、
行
事
并
請
物
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顕
注
如
前
、
以
解

　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
三
年
四
月
五
日
鴨
書
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
田
水
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呉
原
生
人

と
事
書
に
続
い
て
ま
ず
一
ヶ
月
間
の
写
経
所
全
体
の
作
業
内
容
と
し
て
写
経
巻
数
お
よ
び
使
用
し
た
用
紙
・
校
紙
・
装
潢
紙
の
枚
数
を
写
経
事

業
毎
に
挙
げ
る
。
次
い
で
、
作
業
に
携
わ
っ
た
経
師
以
下
雑
使
以
上
の
単
口
の
総
計
を
記
し
、
経
師
・
題
師
・
装
潢
・
史
生
・
案
主
な
ど
の
各
々

に
つ
い
て
単
口
お
よ
び
写
経
事
業
毎
の
内
訳
を
記
す
。
最
後
に
「
月
中
請
物
」
と
し
て
、
一
月
の
内
に
受
領
し
た
物
品
の
名
称
と
数
量
を
記
載

す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
物
品
は
筆
や
墨
な
ど
写
経
作
業
に
直
接
に
関
係
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
大
寺
写
経
所
の
段
階
に
至
っ
て
、
作
業
量
の
報
告
形
態
が
単
口
お
よ
び
散
役
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
単
口
と
は
一
日
一
人
の
労
働
の
こ
と
で
、
諸
種
の
造
営
事
業
や
物
品
製
作
な
ど
に
要
す
る
延
べ
人
数
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ

り
、
天
平
宝
字
六
年
の
造
東
大
寺
司
の
告
朔
解
に
お
い
て
も
労
働
力
の
記
載
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
単
口
の
記
載
に
お
い
て
は
個
々

人
の
作
業
量
は
定
量
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
（
（（
（

、
天
平
勝
宝
三
年
正
月
分
の
告
朔
解
に
お
い
て
も
経
師
の
一
日
あ
た
り
の
労
働
量
は
「
人
別
写
紙

七
張
」
や
「
人
別
写
六
張
」
の
よ
う
に
実
際
の
個
々
人
の
作
業
量
の
平
均
値
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
単
口
で
の
表
記
の
登
場
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
告
朔
解
が
食
口
案
と
共
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
食
口
と
は
、
経
師
や

装
潢
・
校
生
な
ど
の
写
経
事
業
従
事
者
に
食
米
を
支
給
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
単
位
で
、
数
え
方
は
単
口
と
同
様
で
一
人
が
一
日
勤
務
す
る
と

食
口
一
人
と
な
る
。「
告
朔
案
」
の
継
文
に
継
が
れ
て
い
る
食
口
案
の
中
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
分
（
続
々
修
第
三
十
八
帙
第
二
巻
①
⑴
、

№
12
）
を
挙
げ
る
と
、



105　　写経所の「告朔解」について

写
疏
所
解　

申
十
二
月
告
朔
事

合
食
口
単
貳
伯
捌
人

　

書
生
壹
伯
壹
人

　
　

十
七
人奉
写瑜

伽
論　
　
　

八
十
四
人臺奉
写一

切
経
内
疏

　

装
潢
十拾
陸
人
六
人

　
　

二
人
造
瑜
伽
論
紙　
　

十
人
造
疏
紙　
　

四
人
造
政
所
公
文
紙

　

校
生
壹
人
〈
校
疏
〉

　

案
主
廿
三
人

　

舎
人
六
十
七
人

　
　

卌
人
堂
童
子　
　

廿
五
人
雑
使　
　

二
人
検
政
所
公
文

以
前
、
起
十
二
月
一
日
盡
廿
日
、
行
事
如
前
、
以
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
廿
一
日
他
田
水
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
嶋

と
書
出
に
「
告
朔
」、
書
止
に
「
行
事
」
と
あ
り
、
ま
た
内
容
も
単
口
の
総
数
と
そ
の
内
訳
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
告
朔
解
か
ら
冒
頭
の

作
業
巻
数
お
よ
び
使
用
し
た
紙
の
枚
数
、
末
尾
の
「
月
中
請
物
」
の
記
載
を
除
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
指
し
て
「
告
朔
」
と
称
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
食
口
案
と
告
朔
解
の
共
通
部
分
は
延
べ
人
数
に
よ
る
労
働
量
の
記
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
食
口
案
と
告
朔
解
が
一
巻
の

継
文
と
し
て
継
が
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
天
平
勝
宝
三
年
の
時
点
で
は
、
告
朔
解
と
食
口
案
は
類
似
性
の
高
い
文
書
あ
る
い
は

同
種
の
文
書
で
あ
り
、「
行
事
」
が
指
す
内
容
は
延
べ
人
数
に
よ
る
記
載
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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表
４
─
１　

東
大
寺
写
経
所
の
告
朔
解

編
成

帙
・
巻

断
簡
番
号

紙
番
号

表
裏
『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

続
々
修

38
ノ
２

①
⑴

１

表

十
一
506
～
507

勝
宝
３
年
12
月
分

写
書
所
解
案
ヵ
（
未
詳
）

十
一
507

続
々
修

38
ノ
２

①
⑵

２

表

十
一
507
～
509

勝
宝
３
年
９
・
10
月
分

　
　
　

勝
宝
３
年
正
月
分
［
尾
欠
、
天
地
逆
］

十
一
539
～
542

３

十
一
509
～
510

勝
宝
３
年
11
月
分

４

（
空
）

─

続
々
修

38
ノ
２

①
⑶

５

表

十
一
511

勝
宝
３
年
９
月
分

表
紙
并
銭
進
上
経
師
等
歴
名（
勝
宝
２
年
）
二
十
五
20
～
21

続
々
修

38
ノ
２

①
⑷

６

表

十
一
512

勝
宝
３
年
８
月
分

（
空
）

続
々
修

38
ノ
２

①
⑸

７

表

十
一
513

勝
宝
３
年
６
・
７
月
分

写
書
所
食
口
案
（
勝
宝
３
年
ヵ
）

十
一
514

続
々
修

38
ノ
２

①
⑹

８

表

十
一
514
～
515

勝
宝
３
年
６
月
分

（
空
）

続
々
修

　
　

38
ノ
２

①
⑺

９

表

（
空
）

─

（
空
）

10

十
一
515
～
523

勝
宝
３
年
５
月
分

続
々
修

38
ノ
２

②

11

表

（
空
）

続
々
修

38
ノ
２

③
⑴

12
～
14

表

（
空
）

15

（
空
）

─

続
々
修

38
ノ
２

③
⑵

16

表

十
一
523
～
529

勝
宝
３
年
４
月
分

造
東
大
寺
司
牒
案（
勝
宝
３
年
３
月
25
日
）
十
一
501

続
々
修

38
ノ
２

③
⑶

17
～
18

表

造
東
大
寺
司
牒
案
（
勝
宝
２
年
11
月
）

十
一
427
～
429

続
々
修

38
ノ
２

③
４

19

表

写
書
所
解
案(

勝
宝
３
年
４
月
25
日
）

十
一
549
～
550

続
々
修

38
ノ
２

③
⑸

20
～
23

表

十
一
529
～
534

勝
宝
３
年
３
月
分

（
空
）

24
～
26

十
一
534
～
538

勝
宝
３
年
２
月
分

正
集　
……

６

⑺

７
～
10

表

三
495
～
500

勝
宝
３
年
正
月
分

（
空
）

続
々
修

９
ノ
11

２

裏

十
一
543

勝
宝
３
年
正
月
分

寿
量
品
校
帳
（
勝
宝
３
年
４
月
10
日
～
７

月
６
日
）

十
一
545
～
548

１

（
空
）

─

続
々
修

９
ノ
11

往
来
軸

十
一
545
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表
４
─
２　

東
大
寺
写
経
所
の
告
朔
解

№

書
出

書
止

日
付

署
名

１

写
書
所
解 

申
正
月
行
事
事

以
前
、
起
正
月
一
日
盡
廿
九
日
、
行
事

并
請
物
顕
注
如
前
、
以
解

勝
宝
３
年
４
月
５
日

鴨
書
手

他
田
水
主

呉
原
生
人

２

写
書
所
解 
申
二
月
行
事
事

以
前
、
起
二
月
一
日
、
盡
卅
日
、
行
事

并
請
物
、
顕
注
如
前
、
以
解

勝
宝
３
年
４
月
５
日

鴨
書
手

他
田
水
主

呉
原
生
人

３

写
書
所
解 

申
三
月
行
事
事

以
前
、
起
三
月
一
日
、
盡
廿
九
日
、
行

事
并
請
物
、
顕
注
申
送
如
前
、
以
解

勝
宝
３
年
４
月
５
日

鴨
書
手

他
田
水
主

呉
原
生
人

４

写
書
所
解 

申
四
月
行
事
事

以
前
、
起
四
月
一
日
、
盡
廿
九
日
、
行

事
并
月
中
請
物
、
顕
注
如
前
、
以
解

勝
宝
３
年
５
月
１
日

他
田
水
［
主
］

５

写
書
所
解 

申
五
月
告
朔
事

以
前
、
月
中
行
事
、
顕
注
如
件
、
以
解

勝
宝
３
年
６
月
１
日

紫
微
中
台
舎
人

他
田
水
主

史
生
阿
刀
酒
主

散
位
三
嶋
宗
麻

呂

呉
原
生
人

鴨
書
手

６

六
月
食
口
…

以
前
、
自
六
月
一
日
、
到
廿
日
、
食
口

顕
注
如
件
、
以
解

勝
宝
３
年
６
月
21
日

賀
茂
［
書
手
］

三
嶋
［
宗
麻
呂
］

７

自
六
月
廿
一
日
至
于
七
月
卅
日

食
口

８

写
書
所
解 

申
八
月
食
口

９

九
月
食
口
…

以
前
、
起
九
月
一
日
、
盡
廿
日
、
食
口

顕
注
如
件
、
以
解

（
勝
宝
３
年
）９
月
23
日

鴨
［
書
手
］

10

写
書
所
解 

申
十
月
食
口
事

以
前
、
起
九
月
廿
一
日
、
迄
十
月
卅
日
、

食
口
顕
注
如
件
、
以
解

11

写
書
所
解 

申
十
一
月
食
口
事

以
前
、
起
十
月
一
日
、
迄
十
一
月
廿
九

日
、
食
口
顕
注
如
件
、
以
解

勝
宝
３
年
11
月
29
日

12

写
書
所
解 

申
十
二
月
告
朔
事

以
前
、
起
十
二
月
一
日
、
盡
廿
日
、
行

事
如
前
、
以
解

勝
宝
３
年
12
月
21
日

他
田
水
主

三
嶋
［
宗
麻
呂
］
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５
、
奉
写
一
切
経
所
の
「
告
朔
解
」

　

東
大
寺
写
経
所
は
天
平
宝
字
八
年
に
活
動
を
停
止
し
、
そ
の
後
の
約
五
年
間
は
経
典
の
貸
し
出
し
と
い
っ
た
写
経
事
業
以
外
の
活
動
し
か

行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
神
護
景
雲
四
年
五
月
に
至
っ
て
突
如
活
動
を
再
開
し
、
宝
亀
七
年
六
月
ま
で
の
間
に
、
先
一
部
（
神
護
景
雲
四
年

六
月
～
宝
亀
二
年
九
月
書
写
）、
始
二
部
（
宝
亀
三
年
二
月
～
四
年
六
月
書
写
）、
更
二
部
（
宝
亀
四
年
七
月
～
七
年
六
月
書
写
）
の
計
五
部
の

一
切
経
の
書
写
お
よ
び
甲
部
一
切
経
の
仕
上
げ
作
業
（
宝
亀
二
年
十
二
月
～
四
年
六
月
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
神
護
景
雲
四
年
に
再
開
さ
れ

た
写
経
所
は
、
奉
写
一
切
経
所
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
奉
写
一
切
経
所
の
告
朔
解
は
、
季
別
の
告
朔
解
五
通
と
月
別
の
告
朔
解
十
九
通
が
現
存
す
る
。
季
別
の
告
朔
解
の
う
ち
、
神
護
景
雲
四

年
六
月
～
九
月
分
、
宝
亀
二
年
正
月
～
三
月
分
、
宝
亀
二
年
閏
三
月
～
五
月
分
は
単
独
で
残
る
が
、
宝
亀
二
年
六
月
～
十
二
月
分
は
継
文
の
紙

背
に
入
る
形
で
、
宝
亀
三
年
正
月
～
三
月
分
は
継
文
に
継
が
れ
る
形
で
残
存
す
る
。
ま
た
月
別
の
告
朔
解
は
基
本
的
に
約
一
年
分
を
一
巻
と
し

た
継
文
の
形
で
残
存
も
し
く
は
継
文
に
復
原
さ
れ
る
が
、
宝
亀
六
年
正
月
分
は
紙
背
を
二
次
利
用
さ
れ
た
た
め
に
単
独
で
残
る
。

　

接
続
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
続
々
修
第
三
帙
第
七
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
神
護
景
雲
四
年
六
月
～
九
月
分
は
「
未
修
古
文
書
目
録
」
№
26
（
第

二
号
第
十
一
巻
）
に
該
当
し
（
（（
（

、
往
来
軸
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
往
来
軸
お
よ
び
第
一
紙
～
第
十
四
紙
の
貼
り
継
ぎ
は
当
時
の
状
態
を
保
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
亀
三
年
十
二
月
分
～
四
年
九
月
分
の
継
文
は
、
続
修
お
よ
び
続
修
別
集
の
編
纂
段
階
で
抜
き
取
り
が
行
わ
れ
た

た
め
細
か
く
分
割
さ
れ
た
形
で
今
日
に
伝
わ
る
。
続
々
修
の
部
分
は
、
第
三
帙
第
十
巻
第
一
紙
～
第
七
紙
が
№
883
（
第
三
十
四
号
第
十
二
括
（
（（
（

）、

第
八
紙
～
第
九
紙
が
№
641
（
第
二
十
九
号
第
二
括
（
（（
（

）、
第
十
紙
～
第
十
六
紙
は
№
444
（
第
二
十
三
号
第
三
括
）
の
一
部
（
（（
（

、
第
四
十
二
帙
第
五
巻

第
十
紙
～
第
十
二
紙
は
№
649
（
第
三
十
号
第
七
巻
）、第
十
六
帙
第
五
巻
第
四
紙
～
第
二
紙
裏
は
№
651
（
第
二
十
九
号
第
二
括
）
に
該
当
し
、続
々

修
成
巻
以
前
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
と
ま
り
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
続
修
別
集
成
巻
時
の
切
除
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
中
間
欠
の

二
箇
所
を
挟
む
も
の
の
（
（（
（

、
そ
の
他
の
箇
所
は
接
続
が
確
認
も
し
く
は
推
定
さ
れ
て
お
り
、
切
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
行
分
の
欠
損
を
除
い
て
文
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面
に
欠
如
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

告
朔
解
の
書
出
の
文
言
は
、
神
護
景
雲
四
年
～
宝
亀
二
年
は
「
請
（
用
）
雑
物
等
事
」
で
、
宝
亀
三
年
以
降
は
「
告
朔
」
と
な
っ
て
い
る
。

書
止
の
文
言
は
「
請
用
雑
物
并
残
等
（
及
食
口
）」
で
、「
及
食
口
」
は
宝
亀
二
年
六
月
以
降
の
も
の
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
書
式
と
し
て

は
、
書
出
文
言
に
続
い
て
簡
略
な
形
で
作
業
巻
数
を
配
し
、
物
品
の
収
納
お
よ
び
使
用
記
録
、
作
業
量
の
記
載
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
作
業
量

の
報
告
形
態
は
、
例
え
ば
宝
亀
二
年
閏
三
月
～
五
月
分
（
続
修
別
集
第
十
九
巻
、
№
３
）
を
例
に
と
る
と

惣
単
口
六
千
二
百
卌
一
人

　
　

三
千
九
百
十
六
人
経
師　
　
　

二
百
七
十
九
人
装
潢

　
　

八
十
三
人
案
主　
　
　
　
　
　

三
百
人
舎
人

　
　

五
百
九
十
一
人
仕
丁　
　
　
　

八
百
五
十
一
人
自
進

　
　

八
十
六
人
優
婆
夷　
　
　
　
　

八
十
五
人
廝
女

　
　

五
十
人
雇
女

　

散

　
　

三
千
九
百
十
六
人
経
師　
　
　

二
百
七
十
六
人
装
潢

　
　

八
十
三
人
案
主　
　
　
　
　
　

三
百（マ
マ
）舎人

　
　

五
百
九
十
一
人
仕
丁

　
　
　

二
百
六
十
四
人
廝
〈
日
別
三
人
〉

　
　
　

九
十
二
人
打
紙　
　
　
　
　

八
十
九
人
沸
湯

　
　
　

一
百
廿
人
採
薪
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一
百
十
人
日
別
二
荷

　
　
　
　

十
人
日
別
一
荷

　
　
　

廿
三
人
奉
請
経
使　
　
　
　

三
人
不
仕

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

の
よ
う
に
単
口
お
よ
び
散
役
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
形
態
の
上
で
は
天
平
宝
字
六
年
の
造
東
大
寺
司
の
告
朔

解
に
酷
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
単
口
で
の
記
載
お
よ
び
食
口
と
告
朔
解
と
を
関
連
づ
け
る
意
識
は
天
平
勝
宝
年
間
の
東
大
寺
写

経
所
の
時
期
に
お
い
て
発
生
し
、
そ
れ
は
天
平
宝
字
年
間
以
降
も
維
持
さ
れ
、
宝
亀
年
間
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
冒
頭
の
作
業
巻
数
の
記
載
は
宝
亀
三
年
八
月
分
以
降
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
以
前
の
「
行
事
」
と
し
て
作
業
内
容
を
詳
細
に
記

す
形
態
の
告
朔
解
と
比
べ
る
と
、
奉
写
一
切
経
所
の
告
朔
解
は
物
品
の
記
録
を
重
視
し
た
報
告
書
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
季
別
の
告

朔
解
に
は
、
物
品
の
記
録
が
写
経
作
業
に
直
接
関
係
し
な
い
食
料
や
作
業
従
事
者
の
給
料
に
当
た
る
布
施
料
、
ま
た
収
納
し
た
銭
を
用
い
て
の

購
入
記
録
ま
で
も
が
見
え
る
。
し
か
し
、
月
別
の
告
朔
解
に
な
る
と
、
例
え
ば
宝
亀
三
年
八
月
分
で
は
、
新
規
に
受
納
し
た
物
品
は
綺
や
紙
、

筆
と
い
っ
た
写
経
用
品
や
紙
継
ぎ
の
た
め
の
糊
の
原
料
で
あ
る
大
豆
や
燈
明
に
使
用
す
る
胡
麻
油
と
い
っ
た
よ
う
に
、
写
経
事
業
に
間
接
的
に

使
用
す
る
物
品
の
み
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
季
別
告
朔
と
月
別
告
朔
の
記
載
の
違
い
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

奉
写
一
切
経
所
で
作
業
が
行
わ
れ
た
六
部
の
一
切
経
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
先
一
部
・
甲
部
・
始
二
部
・
更
二
部
は
全
て
称

徳
天
皇
発
願
の
十
部
一
切
経
の
一
部
で
あ
り
、
内
裏
系
統
の
写
経
機
構
で
あ
る
奉
写
一
切
経
司
よ
り
移
管
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

き
た
（
（（
（

。
し
か
し
、
奉
写
一
切
経
所
の
写
経
事
業
を
論
じ
た
森
明
彦
氏
は
、
先
一
部
を
東
大
寺
少
鎮
実
忠
に
よ
り
企
図
さ
れ
称
徳
天
皇
発
願
と
し

て
東
大
寺
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
写
経
事
業
で
あ
る
と
し
、
甲
部
を
西
大
寺
の
た
め
の
一
切
経
、
始
二
部
・
更
二
部
の
四
部
を
称
徳
天
皇
所
願

の
十
部
一
切
経
の
一
部
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
（
（（
（

。
ま
た
奉
写
一
切
経
所
の
財
政
を
論
じ
た
栄
原
永
遠
男
氏
は
、
始
二
部
の
開
始
以
降
、
写
経
所
の
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造
東
大
寺
司
に
対
す
る
財
政
的
自
立
性
が
減
退
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
奉
写
一
切
経
所
の
写
経
事
業
と
告
朔
解
の
形
態
を
比
較
す
る
と
、
先
一
部
の
時
は
季
別
の
告
朔
解
の
み
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
先

一
部
で
は
奉
写
一
切
経
司
か
ら
収
納
し
た
物
品
が
見
え
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
写
経
所
内
で
使
用
さ
れ
た
物
品
や
食
料
の
ほ
ぼ
全
て
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
甲
部
お
よ
び
始
二
部
の
際
に
は
、
宝
亀
三
年
正
月
～
三
月
の
も
の
以
外
は
全
て
月
別
の
告
朔
解
で
あ
り
、
物
品

の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
こ
の
違
い
は
直
接
的
に
は
財
政
状
況
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
森
氏
の
指
摘
す
る
写
経

事
業
自
体
の
性
格
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
倉
院
文
書
中
に
残
存
す
る
季
別
の
告
朔
解
は
、
奉
写
一
切
経
所
の
も
の
以
外
に
は
、
天

平
宝
字
年
間
の
造
金
堂
所
や
造
石
山
寺
所
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
事
業
は
上
級
官
司
で
あ
る
造
東
大
寺
司
の
財
政
に
拠
り
な
が
ら
も
、
造

東
大
寺
司
か
ら
比
較
的
独
立
し
た
形
で
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
造
石
山
寺
所
の
場
合
に
は
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
造
東
大
寺
司
の
告

朔
解
に
造
石
山
寺
所
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
、
告
朔
解
を
含
め
た
文
書
の
作
成
に
関
し
て
も
あ
る
程
度
の
独
立
性
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
造
営
事
業
の
際
に
作
成
さ
れ
た
告
朔
解
と
奉
写
一
切
経
所
の
先
一
部
の
際
に
作
成
さ
れ
た
季
別
の
告
朔
解
は
書
式
の
上
で
も
類
似
点
が

多
く
、
造
東
大
寺
司
に
対
す
る
事
業
の
独
立
性
と
い
う
点
で
も
類
似
す
る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

表
５
─
１　

奉
写
一
切
経
所
の
告
朔
解

編
成

帙
・
巻

断
簡
番
号

紙
番
号

表
裏
『
大
日
本
古
文
書
』

含
ま
れ
る
期
間

紙
背
（
日
付
）

『
大
日
本
古
文
書
』

続
々
修

３
ノ
７

往
来
軸

六
86

「
神
護
景
雲
四
年
自
六
月
迄

于
九
／
月
告
朔
案
」

続
々
修

３
ノ
７

１

表

（
空
）

　

─
（
空
）

２
～
14

六
86
～
107

神
護
景
雲
４
年
６
～
９
月
分

続
修
後
集

42

①

１

表

十
五
126

宝
亀
２
年
１
～
３
月
分

（
空
）

続
修
後
集‖

35

１
～
14

表

六
135
～
160

（
空
）



　　お茶の水史学　53号　　112

続
修
別
集

19

１
～
14

表

六
173
～
198

宝
亀
２
年
閏
３
～
５
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑴

１
～
３

表

六
417
～
422

宝
亀
３
年
11
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑵

４
～
７

表

六
407
～
415

宝
亀
３
年
10
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑶

８
～
10

表

六
398
～
403

宝
亀
３
年
９
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑷

11
～
13

表

六
391
～
395

宝
亀
３
年
８
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑸

14
～
16

表

六
374
～
378

宝
亀
３
年
７
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑹

17
～
19

表

六
368
～
374

宝
亀
３
年
６
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑺

20
～
22

表

六
324
～
329

宝
亀
３
年
５
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑻

23
～
27

表

六
317
～
323

宝
亀
３
年
４
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

⑼

28
～
36

表

六
291
～
307

宝
亀
３
年
正
～
３
月
分

（
空
）

続
修
別
集

13

往
来
軸

六
291

「
告
朔
案
／
宝
亀
三
年
三
月
」

続
修
別
集

12

往
来
軸

六
447

「
宝
亀
三
年
／
四
年
告
朔
案
」

続
修
別
集

12

⑴

１
～
６

表

六
447
～
463

宝
亀
３
年
12
月
分

宝
亀
２
年
６
～
12
月
分

六
223
～
247

７

六
469
～
473

宝
亀
４
年
正
月
分

８９

六
476
～
484

宝
亀
４
年
２
月
分

10
〜
12

続
修
別
集

12

⑵

13

表

奉
写
一
切
経
所
解
案(

宝
亀
３
年
８

月
11
日
）

六
379
～
389

14
～
18

六
498
～
508

宝
亀
４
年
３
月
分

続
々
修　

３
ノ
10

①
⑴

１

表

二
十
一
484
～
491

宝
亀
４
年
４
月
分

大
師
家
牒
（
宝
字
７
年
類
収
）

十
六
405
～
407

続
々
修

３
ノ
10

①
⑵

２
～
３

表

奉
写
経
所
請
疏
文
案
（
宝
字
８
年
正

月
17
日
）

十
六
415
～
419

続
々
修

３
ノ
10

①
⑶

４

表

二
十
一
491
～
497

宝
亀
４
年
５
月
分

大
師
家
牒
（
宝
字
７
年
７
月
１
日
）

十
六
400
～
405

５
～
６

続
々
修

３
ノ
10

①
⑷

７

表

大
師
家
牒
（
宝
字
７
年
４
月
16
日
）

十
六
373
～
375

……
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続
々
修

３
ノ
10

①
⑸

８

表

二
十
一
497
～
501

宝
亀
４
年
６
月
分

造
東
大
寺
司
牒（
勝
宝
４
年
２
月
26
日
）
十
二
219
～
220

続
々
修

３
ノ
10

①
⑹

９

表

僧
教
演
牒
（
勝
宝
４
年
４
月
２
日
）

十
二
264

続
修
別
集‖

５

③

３

裏

奉
請
文
（
勝
宝
４
年
７
月
22
日
）

三
585
～
586

続
修
別
集‖

５

②

２

裏

奉
請
文
（
勝
宝
４
年
７
月
18
日
）

三
584
～
585

（
一
行
分
欠
）

続
々
修　

─

３
ノ
10

②
⑴

10

表

二
十
一
501
～
503

東
大
寺
牒
（
勝
宝
４
年
７
月
10
日
）

十
二
332

続
々
修

３
ノ
10

②
⑵

11

表

僧
弘
曜
牒
（
勝
宝
４
年
６
月
５
日
）

十
二
331

続
々
修

３
ノ
10

②
⑶

12

表

僧
慈
訓
奉
請
文
（
勝
宝
４
年
５
月
23

日
）

十
二
298
～
299

続
々
修

３
ノ
10

②
⑷

13

表

二
十
一
503
～
510

宝
亀
４
年
７
月
分

経
疏
出
納
帳（
勝
宝
４
年
５
月
23
日
）
三
576
～
577

続
々
修

３
ノ
10

②
⑸

14

表

興
福
寺
牒(

勝
宝
３
年
12
月
27
日
）

十
二
202

続
々
修

３
ノ
10

②
⑹

15

表

東
大
寺
倶
舎
衆
牒
（
勝
宝
３
年
11
月

25
日
）

十
二
178
～
179

続
々
修　
……
３
ノ
10

②
⑺

16

表

東
大
寺
律
衆
牒（
勝
宝
３
年
11
月
12
日
）
十
二
177
～
178

続
修
別
集

５

①

１

裏

二
十
一
511
～
51

宝
亀
４
年
８
月
分

奉
請
文
（
勝
宝
３
年
11
月
12
日
）

三
527

（
中
間
僅
欠
、
欠
行
ナ
シ
）

続
修
別
集
─

９

②

２

裏

未
収
（
年
報
10
）

奉
請
文
（
勝
宝
３
年
８
月
１
日
）

三
515
、
三
558

続
々
修　

‖

42
ノ
５

⑧
⑴

10

表

二
十
一
512
～
516

造
東
大
寺
司
請
経
文(

勝
宝
３
年
５

月
22
日
）

十
一
556
～
557

続
々
修

42
ノ
５

⑧
⑵

11

表

造
東
大
寺
司
牒
（
勝
宝
３
年
８
月
１

日
）

十
二
39

続
々
修

42
ノ
５

⑧
⑶

12

表

奉
請
文
（
勝
宝
３
年
７
月
21
日
）

二
十
五
37

続
修
別
集‖

７

⑦

７

裏

二
十
一
516
～
524

宝
亀
４
年
９
月
分

奉
請
文
（
勝
宝
３
年
７
月
15
日
）

三
512

続
々
修

16
ノ
５

②
⑵

４

裏

奉
請
帳
（
勝
宝
５
年
４
月
16
日
～
５

月
25
日
）

十
二
433
～
434

続
々
修

16
ノ
５

②
⑴

３
～
２

裏

十
二
431
～
433

続
修　
　

‖

26

⑥

６

裏

月
借
銭
解
（
宝
亀
４
年
６
月
１
日
）

六
522

続
々
修

40
ノ
３

①
�

25
～
24

裏

二
十
三
319
～
321

（
宝
亀
６
年
ヵ
）
正
月
分

奉
写
一
切
経
所
食
口
案
（
宝
亀
６
年

３
月
21
日
～
４
月
３
日
部
分
）

二
十
三
205
～
208
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表
５
─
２　

奉
写
一
切
経
所
の
告
朔
解

№

書
出

書
止

日
付

署
名

１
□
写
一
切
経
所
解
□
□
□
□
物
等
事

以
前
、
起
去
六
月
一
日
盡
今
月

廿
九
日
、
請
用
雑
物
并
残
等
、

注
顕
如
件
、
以
解

神
護
景
雲
４
年
９
月

29
日

散
位
大
初
位
下
味
酒

［
広
成
］

散
位
正
六
位
上
上
村

主
馬
養

別
当
大
判
官
従
五
位

上
美
努
連［
奥
麻
呂
］

大
法
師

法
師
［
奉
栄
］

少
鎮
修
学
進
守
大
法

師

２

（
欠
）

以
前
、
起
去
正
月
一
日
、
盡
今

月
卅
日
、
請
用
雑
物
并
残
等
、

注
顕
如
件
、
以
解

宝
亀
２
年
３
月
30
日
散
位
少
位
上
味
酒
広

成

散
位
正
六
位
上
上
村

主
馬
養

別
当
大
判
官
従
五
位

上
美
努
連［
奥
麻
呂
］

法
師
奉
栄

少
鎮
大
法
師

３
奉
写
一
切
経
所
解　

申
請
用
雑
物
等
事
以
前
、
起
去
潤
三
月
一
日
、
盡

今
月
廿
九
日
、
請
用
雑
物
并
残

等
、
顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
２
年
５
月
29
日
散
位
正
六
位
上
上
村

主
馬
養

別
当
大
判
官
従
五
位

上
美
努
連
［
奥
麻
呂
］
法
師
奉
栄

少
鎮
大
法
師

４
奉
写
一
切
経
所
解　

申
請
雑
物
等
事

以
前
、
起
去
六
月
一
日
、
盡
今

月
廿
九
日
、
請
用
雑
物
并
残
等

及
食
口
、
顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
２
年
12
月
29
日
散
位
正
六
位
上
上
村

主
馬
養

別
当
大
判
官
従
五
位

上
美
努
連
［
奥
麻
呂
］
法
師
［
奉
栄
］

５
奉
写
一
切
経
所
解　

申
正
月
二
月
三
月

并
三
箇
月
告
朔
事

以
前
、
起
去
正
月
一
日
、
盡
今

月
卅
日
、
請
用
雑
物
并
残
等
及

食
口
、
顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
３
月
30
日
散
位
正
六
位
上
上
村

主
馬
養

主
典
正
六
位
上
葛
井

連
［
荒
海
］

６
奉
写
一
切
経
所
解　

申
四
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
廿
九

日
、請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、

顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
５
月
15
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

７
奉
写
一
切
経
所
解　

申
五
月
告
朔
事

以
前
、起
今
月
一
日
盡
廿
九
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
５
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

８
奉
写
一
切
経
所
解　

申
六
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
７
月
11
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

９
奉
写
一
切
経
所
解　

申
七
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
廿
九

日
、請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、

顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
７
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］
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10
奉
写
一
切
経
所
解　

申
八
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
８
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

11
奉
写
一
切
経
所
解　

申
九
月
告
朔
事

以
前
、起
今
月
一
日
盡
廿
九
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
如

件
、
以
解

宝
亀
３
年
９
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

12
奉
写
一
切
経
所
解　

申
十
月
告
朔
事

以
前
、起
今
月
一
日
迄
廿
九
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
顕
注

如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
10
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

13
□
□
□
□
□
□
□　

□
十
一
月
告
朔
事
以
前
、
起
今
月
一
日
迄
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
如

件
、
以
解

宝
亀
３
年
11
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

14
奉
写
一
切
経
所
解　

申
十
二
月
告
朔
事
以
前
、
起
今
月
一
日
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
顕
注

如
件
、
以
解

宝
亀
３
年
12
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

15
奉
写
一
切
経
所
解　

申
正
月
告
朔
事

以
前
、起
今
月
一
日
盡
廿
九
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
正
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

16
奉
写
一
切
経
所
解　

申
二
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
２
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

17
奉
写
一
切
経
所
解　

申
三
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
３
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

18
奉
写
一
切
経
所
解　

申
四
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
廿
九

日
、請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、

顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
４
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

19
奉
写
一
切
経
所
解　

申
五
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
５
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］
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20
奉
写
一
切
経
所
解　

申
六
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
廿
九

日
、請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、

顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
６
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

21
奉
写
一
切
経
所
解　

申
七
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、
顕

注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
７
月
30
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

22
奉
写
一
切
経
所
解　

申
八
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
廿
九

日
、請
用
雑
物
并
残
等
及
食
口
、

顕
注
如
件
、
以
解

宝
亀
４
年
８
月
29
日
案
主
上
［
馬
養
］

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

23
奉
写
一
切
経
所
解　

申
九
月
告
朔
事

以
前
、
起
今
月
一
日
、
盡
卅
日
、

請
用
雑
物
及
食
口
等
、
顕
注
如

件
、
以
解

宝
亀
４
年
９
月
30
日
案
主
上
馬
養

主
典
葛
井
連
［
荒
海
］

24
奉
写
一
切
経
所
解　

申
正
月
告
朔
事

（
欠
）

（
宝
亀
６
年
正
月
ヵ
）

お
わ
り
に

　

以
上
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

ⅰ�

、
写
経
所
の
告
朔
解
に
お
い
て
は
、
天
平
年
間
か
ら
天
平
勝
宝
年
間
ま
で
「
告
朔
」
と
「
行
事
」
が
同
義
語
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
天

平
勝
宝
年
間
に
は
告
朔
解
が
食
口
案
と
共
に
貼
り
継
が
れ
る
な
ど
「
告
朔
」
と
「
食
口
」
の
相
関
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
単
口
に
よ
る
記
載
は
神
護
景
雲
年
間
か
ら
宝
亀
年
間
に
か
け
て
臨
時
に
再
開
さ
れ
た
奉
写
一
切
経
所
の
告
朔
解
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ

た
。

ⅱ�

、
告
朔
解
の
作
業
量
の
報
告
形
態
は
、
天
平
勝
宝
年
間
を
境
に
個
人
毎
の
作
業
量
を
詳
細
に
記
載
す
る
形
態
か
ら
、
単
口
や
散
役
と
い
っ
た
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単
位
を
使
用
し
全
体
の
作
業
量
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
形
態
へ
と
変
化
し
た
。

の
二
点
と
な
る
。
こ
の
二
点
は
い
わ
ば
表
裏
一
体
の
事
象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
写
経
所
の
作
成
す
る
文
書
の
種
類
や
そ
の
形
態
に
は
時
期

的
な
変
遷
が
余
り
見
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
（
（（
（

、
と
す
れ
ば
写
経
所
内
の
事
務
処
理
形
態
の
変
化
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
写
経
所
外
に
お

け
る
何
ら
か
の
変
化
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
写
経
所
外
か
ら
影
響
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
上
級
官
司
の
変
化
お
よ
び
告
朔

儀
で
提
出
さ
れ
る
公
文
の
変
化
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
上
級
官
司
の
変
化
で
あ
る
が
、
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
機
関
を
所
管
す
る
官
司
は
、
皇
后
宮
職
、
金
光
明
寺
造
物
所
、
造
東
大
寺
司

と
変
遷
を
経
て
き
た
。
し
か
し
、
皇
后
宮
職
は
中
務
省
の
被
管
で
あ
る
も
の
の
（
（（
（

、
そ
の
中
務
省
は
太
政
官
の
被
管
で
あ
り
、
ま
た
金
光
明
寺
造

物
所
お
よ
び
造
東
大
寺
司
は
太
政
官
の
直
接
の
被
管
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
令
外
官
と
雖
も
こ
れ
ら
官
司
は
太
政
官
に
統
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
天
平
宝
字
六
年
に
見
ら
れ
た
太
政
官―

造
東
大
寺
司―

配
下
の
「
所
」
と
い
っ
た
告
朔
解
の
重
層
的
な
提
出
過
程
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
写
経
所
の
告
朔
解
の
変
化
を
そ
の
直
属
の
上
級
官
司
の
変
遷
に
求
め
る
の
は
不
適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

で
は
、
告
朔
儀
に
お
い
て
提
出
さ
れ
る
公
文
が
変
化
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
要
因
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
参
考

に
な
る
の
が
、
寺
崎
保
広
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
考
課
制
度
の
変
質
で
あ
ろ
う
。
平
城
宮
出
土
の
考
課
木
簡
を
基
に
奈
良
時
代
の
考
課
制
度

を
論
じ
た
寺
崎
氏
は
、
奈
良
時
代
前
期
に
は
官
人
の
勤
務
実
態
に
即
し
た
厳
密
な
考
課
が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
期
に
な
る
と
昨
年
度

の
勤
務
状
況
と
比
較
し
た
上
で
大
過
な
く
勤
務
す
れ
ば
「
中
上
」
と
し
て
平
均
点
以
上
の
評
価
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
考
課
制
度
が
形

骸
化
を
見
せ
始
め
、
ま
た
考
問
を
実
施
す
る
場
が
当
該
期
に
朝
堂
か
ら
式
部
曹
司
庁
へ
と
移
行
し
た
と
推
定
す
る
（
（（
（

。
奈
良
時
代
前
期
す
な
わ
ち

天
平
年
間
ま
で
と
そ
れ
以
降
で
は
、
考
課
の
査
定
内
容
や
実
施
の
場
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
考
課
と
は
官
人
の
勤
務
を
審

査
し
そ
の
成
績
を
判
定
す
る
機
会
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
判
定
を
下
す
材
料
と
な
る
の
が
考
中
行
事
や
上
日
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
告
朔
解

の
報
告
内
容
で
あ
る
「
行
事
」
や
単
口
と
関
連
を
有
す
る
事
項
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
天
平
年
間
を
挟
ん
だ
奈
良
時
代
前
期
と
後
期
と
い

う
時
期
区
分
は
、
近
年
、
吉
川
真
司
氏
に
よ
っ
て
そ
の
画
期
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
天
平
勝
宝
か
ら
神
護
景
雲
の
い
わ
ゆ
る
四
字
年
号
時
代
に
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当
た
る
（
（（
（

。
こ
の
間
に
創
出
さ
れ
た
と
吉
川
氏
が
指
摘
す
る
「
申
文
刺
文
」
制
や
上
宣
制
は
、
平
安
時
代
以
降
ま
で
引
き
継
が
れ
る
決
裁
方
法
と

な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
古
瀬
氏
は
、
告
朔
・
上
日
・
外
記
の
諸
制
度
を
基
に
官
僚
組
織
運
営
法
を
検
討
し
、
天
皇
に
よ
っ
て
即
物
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
官

人
達
が
、
政
治
機
構
の
整
備
に
伴
い
、
平
安
時
代
初
期
に
天
皇―

太
政
官―

諸
司
と
い
う
抽
象
的
な
官
僚
機
構
と
し
て
把
握
し
直
さ
れ
た
と
指

摘
さ
れ
た
（
（（
（

。
し
か
し
、
写
経
所
の
告
朔
解
の
変
遷
か
ら
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、「
抽
象
的
な
官
僚
機
構
」
の
萌
芽
は
四
字
年
号
時
代
に
こ
そ

見
出
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代
前
期
に
個
人
名
と
と
も
に
そ
の
作
業
内
容
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
た
書
式
が
、
後
期
に
な
る
と
官

人
の
個
人
名
は
記
さ
ず
に
単
口
あ
る
い
は
散
役
と
い
う
数
値
に
よ
っ
て
官
司
全
体
の
作
業
量
の
み
を
抽
象
的
に
報
告
す
る
書
式
へ
と
転
換
す
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
告
朔
解
に
お
い
て
は
抽
象
的
な
数
値
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
の
、
官
人
個
人
毎
の
作
業
内
容
や
そ
の
量
は
依
然
と
し
て

上
日
や
考
中
行
事
、
あ
る
い
は
写
経
所
に
お
い
て
は
布
施
申
請
解
な
ど
を
通
じ
て
個
別
具
体
的
に
直
属
の
上
級
官
司
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
天
皇
あ
る
い
は
太
政
官
と
下
級
官
人
と
の
結
び
つ
き
は
希
薄
に
な
る
一
方
、
下
級
官
人
と
所
属
官
司
あ
る
い
は
そ

の
上
級
官
司
と
の
結
び
つ
き
は
強
化
さ
れ
て
い
く
。
告
朔
解
の
書
式
変
化
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
律
令
官
僚
制
の
深
化
お
よ
び
官
司
機
構

の
整
備
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
註
）

（
１
）　
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
九
月
丙
寅
条

（
２
）　

儀
式
と
し
て
の
告
朔
に
関
す
る
研
究
に
は
、
武
光
誠
「
告
朔
に

つ
い
て
」（『
律
令
制
成
立
過
程
の
研
究
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

八
年
。
初
発
表
は
一
九
七
七
年
）、
古
瀬
奈
津
子
「
告
朔
に
つ
い
て

の
一
試
論
」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
儀
式
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
八
年
。
初
出
は
一
九
八
〇
年
）、
新
川
登
亀
男
「
文
書
と
机
と
告

朔
儀
礼
─
そ
の
序
説
」・「
日
本
古
代
の
告
朔
儀
礼
と
対
外
的
契
機
」

（『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
表
現
─
ア
ジ
ア
の
中
の
政
治
史
─
』、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
八
四
・
一
九
八
五
年
）、
川

北
靖
之
「
告
朔
を
め
ぐ
っ
て
」（
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念
神
道
学
論

文
集
編
集
委
員
会
編
『
神
道
学
論
文
集
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
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五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）　

古
瀬
注
２
論
文

（
４
）　

中
村
順
昭
「
造
東
大
寺
司
の
「
所
」
と
別
当
─
天
平
宝
字
六
年

造
東
大
寺
司
告
朔
解
の
考
察
─
」（『
律
令
官
人
制
と
地
域
社
会
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）

（
５
）　

風
間
亜
紀
子
「
文
書
行
政
に
お
け
る
告
朔
解
の
意
義
」（『
正
倉

院
文
書
研
究
』
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
）

（
６
）　
「
造
石
山
寺
所
の
文
書
行
政―

署
名
と
宛
先―

」（『
正
倉
院
文

書
研
究
』
一
一
、
二
〇
〇
九
年
）

（
７
）　

写
経
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
は
山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写

経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）、
栄
原
永
遠
男
『
奈

良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
奈
良
時

代
写
経
史
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。
以
下
で

記
述
す
る
写
経
機
構
の
変
遷
は
こ
の
両
氏
の
論
考
に
基
づ
く
。
ま
た

近
年
、
山
本
幸
男
『
写
経
所
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
）、宮
崎
健
司
『
日
本
古
代
の
写
経
と
社
会
』（
塙
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
、
個
別
写
経
事
業
に
関
す
る
著
作
が
相
次
い
で

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

東
京
帝
国
大
学
編
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
一
～
二
十
五
、

一
九
〇
一
～
一
九
四
〇
年
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
り
一
九
八

二
～
一
九
八
七
年
に
復
刻
）

（
９
）　

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
一
～

十
七
（
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
～
）

（
10
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
一
～
五
（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
～
）

（
11
）　

光
明
子
の
立
后
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
戊
辰
条
、
ま

た
皇
后
宮
職
の
初
見
は
『
続
日
本
紀
』
同
年
九
月
乙
卯
条
の
皇
后
宮

大
夫
（
小
野
牛
養
）
任
命
記
事
で
あ
る
。

（
12
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
年
正
月
壬
午
条
。

（
13
）　

山
口
英
男
「
正
倉
院
文
書
の
継
文
に
つ
い
て
」（
石
上
英
一
・

加
藤
友
康
・
山
口
英
男
編
『
古
代
文
書
論
─
正
倉
院
文
書
と
木
簡
・

漆
紙
文
書
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
） 

（
14
）　

石
田
実
洋
・
須
原
祥
二
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編

年
目
録
─
養
老
七
年
よ
り
天
平
十
年
ま
で
─
」（『
東
京
大
学
日
本
史

学
研
究
室
紀
要
』
三
、
一
九
九
九
年
）

（
15
）　
「
未
修
古
文
書
目
録
」は
内
閣
文
庫
所
蔵
本（
一
五
九―

九
二
六
、

明
治
十
五
年
作
成
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
（
Ｒ
Ｓ
四
一

七
一―

六
七―

一
、
図
書
寮
所
蔵
本
を
明
治
二
十
二
年
書
写
）、
宮

内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
本
（
参
考
図
書
四
四
、
図
書
寮
所
蔵
本
を

大
正
十
二
年
書
写
）
が
知
ら
れ
、
ま
た
近
年
、
正
倉
院
事
務
所
所
蔵

本
が
飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録　

十
二

（
未
収
古
文
書
目
録
）』」（
一
）
～
（
三
）（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
～

二
五
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
以

下
で
「
未
修
古
文
書
目
録
」
に
触
れ
る
際
に
は
基
本
的
に
こ
の
飯
田

目
録
に
拠
り
、
そ
の
整
理
番
号
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、「
未

修
古
文
書
目
録
」
お
よ
び
続
々
修
に
付
さ
れ
た
付
箋
の
意
義
に
つ
い

て
は
、
西
洋
子
「「
未
修
古
文
書
目
録
」
と
「
続
々
修
正
倉
院
古
文

書
目
録
」
の
対
照
表
（
一
）」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
一
、
吉
川
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弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
同
『
正
倉
院
文
書
整
理
過
程
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
16
）　

飯
田
目
録
は
「
一　

写
経
司
解　
「
紙
充
帳
」 「
自
四
月
一
日
至

廿
九
日
受
黄
白
紙
／
飛
鳥
刀
良
」　　

三
枚
（「
一
枚
」
を
訂
正
）」

と
記
載
し
、
現
状
の
計
七
枚
と
枚
数
が
合
致
し
な
い
。
し
か
し
、
内

容
か
ら
判
断
し
て
、
№
616
は
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
「
一　

不
用
唯　

写
経
司
解　

申
八
月
行
事
事　

同
［
壱
巻
］　

七
枚
」（
第
二
拾
八
号
）

と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
正
倉
院
事
務
所
本
の
祖
本
で
あ
る

図
書
寮
所
蔵
本
が
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
十
六
紙
裏
右
下

に
「
廿
八
ノ
□
」（
□
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は
判
読
不
能
）
の

付
箋
あ
り
。

（
17
）　
「
一　

充
紙
帳　

天
平
十
三
年
八
月　

九
枚
」。
第
十
紙
裏
右
下

に
「
十
六
ノ
十
三
」
の
付
箋
あ
り
。

（
18
）　

文
書
一
覧
（
表
×
─
２
）
に
お
け
る
№
を
示
す
。

（
19
）　

有
富
純
也
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
─
天

平
十
二
年
・
天
平
十
三
年
─
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』

五
、
二
〇
〇
一
年
）

（
20
）　

大
隅
亜
希
子
「
装
潢
組
織
の
展
開
と
布
施
支
給
の
変
遷
」（『
正

倉
院
文
書
研
究
』
六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）

（
21
）　
「
同
［
往
来
］
／
一　

装
潢
告
朔　

天
平
十
三
年　

同
［
壱
巻
］

　

七
枚
」。
第
七
紙
左
下
に
「
五
ノ
十
一
」
の
付
箋
あ
り
。

（
22
）　

大
隅
注
20
論
文
に
よ
る
と
、
天
平
十
五
か
ら
十
七
年
に
か
け
て

案
主
に
よ
る
装
潢
作
業
の
把
握
が
強
ま
り
、
天
平
十
八
年
の
紙
屋
の

創
設
を
契
機
に
、
天
平
二
十
一
年
頃
に
は
装
潢
所
が
解
消
さ
れ
る
と

さ
れ
る
。

（
23
）　

金
光
明
寺
写
経
所
の
写
経
機
構
お
よ
び
作
業
形
態
に
つ
い
て

は
、
渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
九
六

─
八
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
24
）　

三
上
喜
孝
・
飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編

年
目
録
─
天
平
十
四
年
・
天
平
十
五
年
─
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学

研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
25
）　

大
隅
注
20
論
文

（
26
）　

造
東
大
寺
司
の
成
立
に
関
し
て
は
、
渡
辺
晃
宏
・
若
井
敏
明
両

氏
に
よ
る
論
争
が
あ
る
。
渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
と
反
故
文

書
」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
八
一
、
一
九
八
六
年
十
月
）、
同
「
造

東
大
寺
司
の
誕
生
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
八
、
一
九
八
七
年
一

月
）、
同
「
続
造
東
大
寺
司
の
誕
生
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
五
、

一
九
八
八
年
一
月
）、
若
井
敏
明
「
造
東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」

（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
三
、
一
九
八
六
年
三
月
）、
同
「
再
び
造

東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
〇
、
一
九

八
七
年
五
月
）、同
「
三
た
び
造
東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
続

日
本
紀
研
究
』
二
六
三
、
一
九
八
九
年
六
月
）

（
27
）　
「
一　

天
平
勝
宝
三
年
告
朔
案　

同
［
壱
巻
］　

拾
枚
」。
第
一

紙
右
下
に
「
十
ノ
五　

一
」
の
付
箋
あ
り
。

（
28
）　
「
一　

題
経
一
千
五
百
巻　
「
千
部
法
花
経
之
内
」　

一
枚
」。
第

十
一
紙
左
下
に
「
卅
二
ノ
㊈
」
の
付
箋
あ
り
。

（
29
）　
「
一　

造
東
大
寺
司
牒　

平
摂
大
徳
「
房
」
下　

二
枚
」。
第
十

七
紙
表
右
下
に
判
読
不
能
の
付
箋
あ
り
。



121　　写経所の「告朔解」について

（
30
）　
「
一　

用
紙
帳　

請
物　

天
平
勝
宝
三
年
四
月
「
五
月
一
日
」　

壱
巻　

七
枚
」。
第
十
九
紙
右
下
に「
十
五
ノ
一　

六
」の
付
箋
あ
り
。

（
31
）　
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
一
、
一
六
四
頁
。
な
お
、
同
書
は
正
集

第
六
巻
⑺
の
左
端
を
「
裏
ニ
ハ
ガ
シ
ト
リ
痕
ア
リ
」
と
す
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
奥
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
文
書
は
確
認

で
き
な
い
。

（
32
）　

西
洋
子
「
食
口
案
の
復
原
─
正
倉
院
文
書
断
簡
配
列
復
原
研
究

資
料
Ⅰ
─
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
・
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
六
年
・
一
九
九
七
年
）

（
33
）　

造
石
山
寺
所
の
春
季
告
朔
に
左
記
の
よ
う
な
記
載
が
認
め
ら
れ

る
。（
五
168 

l.3
～
4
）

　
「
長
押
八
枚〈
六
枝
各
長
二
丈
二
尺
二
／
枝
各
長
一
丈
二
尺
〉　

並〈
広

七
寸
／
厚
四
寸
半
〉

　

工
十
一
人
〈
二
枝
別
一
人
／
六
枝
別
一
人
半
〉」

（
34
）　
「
同
［
往
来
］
／
一　

神
護
景
雲
四
年
自
六
月
至
于
九
月
告
朔

案　

同
［
壱
巻
］　

十
二
枚
半
」。
第
二
紙
右
下
に
「
二
ノ
十
一
」
の

付
箋
あ
り
。

（
35
）　
「
一　

奉
写
一
切
経
所
解　

四
月
告
朔
事　

七
枚
」。
第
七
紙
左

下
に
「
卅
四
ノ
十
二
」
の
付
箋
あ
り
。

（
36
）　
「
一　

牒
写
経
所　

裏
奉
写
一
切
経
所
解　

申
六
月
告
朔
事　

二
枚
」。
第
八
紙
右
下
に
「
廿
九
ノ
二
」「
一
」、第
九
紙
左
下
に
「
一
」

の
付
箋
あ
り
。

（
37
）��������������������������

























　
「
一　

食
口
案　

同
［
壱
巻
］　

参
拾
枚
（「
二
十
一
枚
」
を
訂

正
）」。
第
十
紙
右
下
に
「
廿
三
ノ
三
」
の
付
箋
あ
り
。

（
38
）����������������������






















　
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
四
、
七
六
頁
お
よ
び
八
〇
頁
。

（
39
）���
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大
平
聡
『
正
倉
院
文
書
と
古
写
経
の
研
究
に
よ
る
奈
良
時
代
政

治
史
の
検
討
』、一
九
九
五
年
、山
下
有
美
注
７
書
、栄
原
永
遠
男
「
正

倉
院
文
書
と
続
日
本
紀
」（
�注
13
書
�）

（
40
）����������������
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����������








　

森
明
彦「
奈
良
朝
末
期
の
奉
写
一
切
経
群
と
東
大
寺
実
忠
」（『
正

倉
院
文
書
研
究
』
七
、
二
〇
〇
一
年
）

（
41
）��������������������������

























　

栄
原
永
遠
男
「
奉
写
一
切
経
所
の
写
経
事
業
」、「
奉
写
一
切
経

所
の
財
政
」（
注
７
『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』
所
収
、
初
発
表
は

一
九
七
七
年
�������







、
������






一
九
七
九
年
）

（
42
）�������������������������


























　

造
石
山
寺
所
に
お
い
て
は
、
造
東
大
寺
司
外
に
宛
て
て
文
書
を

作
成
す
る
場
合
に
の
み
署
名
に
位
階
を
記
す
と
い
う
特
徴
が
あ
る

が
、
そ
の
特
徴
が
奉
写
一
切
経
所
に
も
当
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
先

一
部
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
告
朔
解
は
造
東
大
寺
司
外
に
宛
て
て
提

出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
署
名
者
に
僧
侶
の
名
前
が
見
え
る
の

も
興
味
深
い
。

（
43
）���



�
�����������������������





















　

大
平
聡
「
正
倉
院
文
書
研
究
試
論
」（『
日
本
史
研
究
』
三
一
八
、

一
九
八
九
年
）、
杉
本
一
樹
「
正
倉
院
文
書
」（『
日
本
古
代
文
書
の

研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
初
発
表
は
一
九
九
四
年
）

（
44
）�����������������
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山
田
英
雄
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
上
日
と
禄
」（『
日
本
古
代
史

攷
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
初
発
表
は
一
九
六
二
年
）

（
45
）����������������������
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寺
崎
保
広
「
考
課
木
簡
の
再
検
討
」（『
日
本
古
代
の
都
城
と
木

簡
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。
初
発
表
は
一
九
八
九
年
）、「
式

部
曹
司
庁
の
成
立
」（
同
書
所
収
、
初
発
表
は
二
〇
〇
〇
年
）

（
46
）　

��������������������������























吉
川
真
司
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』������������
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�����������









塙
書
房
、一
九
九
八
年
��）�、



　　お茶の水史学　53号　　122

「
王
宮
と
官
人
社
会
」（
上
原
真
人
他
編
『
列
島
の
古
代
史
三　

社
会

集
団
と
政
治
組
織
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、「
律
令
体
制
の

展
開
と
列
島
社
会
」（『
列
島
の
古
代
史
八　

古
代
史
の
流
れ
』、
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、「
大
極
殿
儀
式
と
時
期
区
分
論
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
四
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
47
）�������������������������


























　

古
瀬
奈
津
子
「
宮
の
構
造
と
政
務
運
営
法
─
内
裏
・
朝
堂
院
分

離
に
関
す
る
一
考
察
─
」（
注
２
書
所
収
、
初
発
表
は
一
九
八
四
年
）

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


